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【 緒 言 】  

認 知 症 患 者 の 増 加 は ， 世 界 的 な 問 題 で あ り ， 現 在 ， 世 界

で 約 4 , 7 0 0 万 人 の 患 者 が い る と さ れ る ． 2 0 年 ご と に ， そ の

数 は 倍 増 し ，2 0 3 0 年 に は 約 7 , 5 0 0 万 人 ，2 0 5 0 年 に は 1 億 3 , 0 0 0

万 人 以 上 に 達 す る と 予 測 さ れ て い る  [ 1 ]  .  

2 0 1 8 年 4 月 に 総 務 省 が 発 表 し た 我 が 国 の 人 口 推 計 に よ る

と ， 6 5 歳 以 上 の 高 齢 者 は ， 全 人 口 の 2 7 . 7 %， 7 5 歳 以 上 の 後

期 高 齢 者 は ， 全 人 口 の 1 3 . 8 %で あ り ， 日 本 は ， 世 界 有 数 の

超 高 齢 社 会 で あ る  [ 2 ]  ． 日 本 に お い て も ， 高 齢 化 に 伴 い ，

認 知 症 患 者 は 増 加 の 一 途 を た ど り ， 厚 生 労 働 省 に よ る と ，

認 知 症 患 者 数 は ， 2 0 1 5 年 で は 4 6 2 万 人 に 上 り ， 2 0 2 5 年 に は

7 0 0 万 人 を 超 え る と 推 定 さ れ て い る [ 3 ]  ．認 知 症 と は ，一 度

正 常 に 発 達 し た 認 知 機 能 が ，後 天 的 な 脳 の 障 害 に よ っ て 持

続 的 に 低 下 し ，日 常 生 活 ・ 社 会 生 活 に 支 障 を き た す よ う に

な っ た 状 態 を 指 す  [ 4 ]  ．認 知 症 の 原 因 は 様 々 で あ り ，予 防

法 は 明 ら か で な く ，根 本 的 な 治 療 は な い た め ，軽 度 な 認 知

機 能 低 下 状 態 で の 早 期 発 見 ，認 知 機 能 低 下 の 危 険 因 子 の 特

定 と 抑 制 が 重 要 と さ れ る ．  

認 知 症 と 認 知 機 能 低 下 を 認 め る 割 合 は 7 0 歳 以 上 の 高 齢

者 で 急 増 す る と 言 わ れ て お り  [ 5 ]  ，日 本 に お い て ，認 知 症

患 者 は ， 7 0 - 7 4 歳 で 約 5 ％ ， 7 5 - 7 9 歳 で 約 1 0 ％ ， 8 0 - 8 4 歳 で 約

2 0 % ， 8 5 歳 以 上 で 約 5 0 %に 上 る と さ れ て い る  [ 6 ]  ． こ れ ま
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で に ，危 険 因 子 の 特 定 に つ い て 様 々 な 研 究 が 行 わ れ て い る ．

例 え ば 、 教 育 年 数 が 少 な い 者 ， 経 済 状 況 が 悪 い 者 ， 心 血 管

疾 患 因 子 を 有 す る 者  [ 7 ]  ， 身 体 的 活 動 量 が 低 い 者  [ 8 ]  ，

う つ  [ 9 ]  ， 炎 症 状 態  [ 1 0 ]  ， 認 知 症 の 遺 伝 素 因 を 有 す る 者  

[ 1 1 ]  ，閉 じ こ も り  [ 1 2 ]  が 認 知 機 能 低 下 と 関 連 が あ る と 報

告 さ れ て い る ．  

ま た ，認 知 機 能 低 下 と 口 腔 領 域 と の 関 連 に つ い て も ，い

く つ か の 研 究 が 行 わ れ て い る ．動 物 を 対 象 と し た 研 究 で は ，

マ ウ ス の 臼 歯 を 切 断 し た 群 は ，切 断 し な か っ た 群 と 比 較 し

て ，学 習 や 空 間 記 憶 能 力 が 低 下 し ，記 憶 形 成 に か か わ る F o s

陽 性 細 胞 が ， 減 少 し た と の 報 告 が あ る  [ 1 3 ]  .  他 に も ， マ

ウ ス の 臼 歯 を 抜 歯 し た 群 は ，抜 歯 し な か っ た 群 と 比 較 し て ，

学 習 と 記 憶 能 力 が 低 下 し ，脳 の 海 馬 の 神 経 細 胞 数 が 減 少 し

た と 報 告 さ れ て い る  [ 1 4 ]  ． 歯 周 病 に 罹 患 さ せ た マ ウ ス を

用 い た 研 究 で は ，歯 周 病 原 性 菌 の リ ポ 多 糖 が 脳 内 の ミ ク ロ

グ リ ア を 活 性 化 さ せ ，ア ル ツ ハ イ マ ー 病 の 原 因 と さ れ る ア

ミ ロ イ ド β 蛋 白 を 産 生・蓄 積 さ せ る こ と が 報 告 さ れ て い る  

[ 1 5 ]  .  一 方 ，ヒ ト を 対 象 と し た 疫 学 研 究 と し て ，K a y e ら は ， 

3 2 年 間 の 追 跡 調 査 を 行 っ た 結 果 ，歯 数 が 少 な い 者 ，歯 周 ポ

ケ ッ ト が 深 い 者 ，歯 槽 骨 吸 収 量 が 多 い 者 で は ，認 知 機 能 低

下 の リ ス ク が 高 い と 報 告 し て い る  [ 1 6 ]  ． O k a m o t o ら は ，

6 5 歳 以 上 の 高 齢 者 2 , 3 3 5 人 を 対 象 に ， 5 年 間 の 追 跡 調 査 を 行
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な っ た 結 果 ，無 歯 顎 者 は ，歯 が 2 5 本 以 上 あ る 者 と 比 較 し て

軽 度 認 知 障 害 に 陥 り や す か っ た と 報 告 し て い る  [ 1 7 ]  ． L i

ら は ， 6 0 歳 以 上 の 高 齢 者 8 , 1 5 3 人 を 対 象 に ， 1 3 年 間 の 追 跡

調 査 を 行 な っ た 結 果 ，歯 数 の 減 少 は ，認 知 機 能 低 下 の ペ ー

ス を 早 め る こ と を 報 告 し て い る  [ 1 8 ]  ．我 々 も ，6 9 - 7 1 歳 9 9 4

人 ， 7 9 - 8 1 歳 9 6 8 人 を 対 象 と し た 横 断 研 究 に お い て ， 咬 合 力

が 認 知 機 能 と 関 連 す る こ と を 報 告 し て い る  [ 1 9 ,  2 0 ]  ．  

こ の よ う に ，こ れ ま で に 多 く の 研 究 が 口 腔 と 認 知 機 能 の

関 連 に つ い て 報 告 し て い る ． し か し な が ら ， W u ら は ， 口

腔 と 認 知 機 能 と の 関 係 に つ い て の レ ビ ュ ー 論 文  [ 2 1 ]  に お

い て ，口 腔 と 認 知 機 能 と の 関 連 は 示 唆 さ れ る も の の ， 未 だ

見 解 の 一 致 は 得 ら れ て お ら ず ，適 切 な 口 腔 因 子 と 認 知 機 能

の 評 価 を 行 い ，適 切 な 統 計 手 法 を 用 い た さ ら な る 研 究 が 必

要 で あ る と 結 論 付 け て い る ．  

ま た ，こ れ ま で の 報 告 で は ，口 腔 の 状 態 を 示 す 多 く の 要

因 の う ち の 一 つ を 取 り 上 げ て ，認 知 機 能 と の 関 連 を 検 討 し

た も の が 多 く ， 多 数 の 高 齢 者 を 対 象 に ， 歯 数 ， 歯 周 状 態 さ

ら に 口 腔 機 能 を 含 め た 複 数 の 口 腔 因 子 と 認 知 機 能 低 下 と

の 関 連 に つ い て 詳 細 に 検 討 し た 縦 断 研 究 は な い ．超 高 齢 社

会 を 迎 え る 我 が 国 に お い て ，口 腔 機 能 が 認 知 機 能 に 関 連 す

る こ と が 明 ら か に な れ ば ，歯 科 治 療 が 認 知 症 予 防 に 果 た す

役 割 は 大 き い と 考 え ら れ る ．  



5 

 

そ こ で ， 本 研 究 で は ， 咬 合 力 は ， 認 知 機 能 低 下 を 予 測 で

き る と い う 仮 説 の も と ，多 人 数 の 7 0 歳 と 8 0 歳 の 高 齢 者 を 対

象 に ， 3 年 間 の 縦 断 研 究 を 行 い ， 咬 合 力 と 認 知 機 能 低 下 と

の 関 連 を 検 討 す る こ と を 目 的 と し た ．  
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【 方 法 】  

本 研 究 は S T R O B E ガ イ ド ラ イ ン  [ 2 2 ]  に 準 拠 し て 行 っ た ． 

現 在 ， 我 々 は ， 7 0 歳 ， 8 0 歳 ， 9 0 歳 と 1 0 0 歳 以 上 の 高 齢 者

を 対 象 に ， 3 年 ご と の 長 期 縦 断 調 査 に よ り ， 健 康 長 寿 の 関

連 要 因 を 探 索 す る S O N I C  ( S e p t u a g e n a r i a n ,  O c t o g e n a r i a n ,  

N o n a g e n a r i a n  I n v e s t i g a t i o n  w i t h  C e n t e n a r i a n )  S t u d y を 行 っ

て い る ． S O N I C  S t u d yで は ， 大 阪 大 学 大 学 院 歯 学 研 究 科 ，

同 医 学 系 研 究 科 ，同 人 間 科 学 研 究 科 ，東 京 都 健 康 長 寿 医 療

セ ン タ ー 研 究 所 ，慶 應 義 塾 大 学 医 学 部 ，東 京 大 学 大 学 院 医

学 系 研 究 科 が 共 同 で ，様 々 な 専 門 分 野 か ら 高 齢 者 の 健 康 長

寿 の 要 因 を 探 索 す る 学 際 的 研 究 を 行 っ て い る ．  

 

1 .  対 象 者  

本 研 究 の 対 象 者 は ， S O N I C  S t u d yに お け る 7 0 歳 群 ， 8 0 歳

群 の 参 加 者 と し た ． 本 研 究 で は ， ま ず ， 兵 庫 県 伊 丹 市 ， 朝

来 市 ， 東 京 都 板 橋 区 ， 西 多 摩 郡 の 住 民 基 本 台 帳 か ら ， 対 象

年 齢 の 者 に 対 し て 悉 皆 調 査 を 行 っ た ． ベ ー ス ラ イ ン 時 に

6 9 - 7 1 歳  ( 7 0 歳 群 )  4 , 2 6 7 名  (男 性 2 , 0 7 1 名 ， 女 性 2 , 1 9 6 名 )  と

7 9 - 8 1 歳  ( 8 0 歳 群 )  5 , 3 7 8 名  (男 性 2 , 2 4 1 名 ， 女 性 3 , 1 3 7 名 )  に

調 査 参 加 へ の 依 頼 状 を 送 付 し た ( 図 1 )  ． そ し て ， そ の 中 か

ら 研 究 参 加 の 同 意 が 得 ら れ た 7 0 歳 群 1 , 0 0 0 名  ( 男 性 4 7 7 名 ，

女 性 5 2 3 名 )  と ， 8 0 歳 群 9 7 3 名  (男 性 4 5 7 名 ， 女 性 5 1 6 名 )  に
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対 し て ベ ー ス ラ イ ン 調 査 を 行 な っ た ． 3 年 後 の 追 跡 調 査 で

は ベ ー ス ラ イ ン 調 査 に 参 加 し た 7 0 歳 群 9 9 6 名 ，8 0 歳 群 8 3 4 名

に 依 頼 状 を 送 付 し た ． 追 跡 調 査 に 参 加 し た 7 0 歳 群 6 3 4 名  

(男 性 3 1 5 名 ，女 性 3 1 9 名 )  ， 8 0 歳 群 5 7 0 名  (男 性 2 8 5 名 ，女 性

2 8 5 名 )  の う ち ， デ ー タ に 欠 損 値 の な い 7 0 歳 群 4 2 3 名  (男 性

1 9 1 名 ， 女 性 2 3 2 名 )  ， 8 0 歳 群 4 3 7 名  (男 性 2 1 5 名 ， 女 性 2 2 2

名 )  を 解 析 対 象 者 と し た ． な お ， 7 0 歳 群 に つ い て は 2 0 1 0 年

度 と 2 0 1 3 年 度 に ，8 0 歳 群 に つ い て は 2 0 1 1 年 度 と 2 0 1 4 年 度 に

会 場 調 査 を 実 施 し た ．  

な お ，本 研 究 は ，大 阪 大 学 大 学 院 歯 学 研 究 科 倫 理 審 査 委

員 会 の 承 認 を 得 て 実 施 し て い る  (承 認 番 号 :  H 2 2 - E 9 ) ．  

 

2 .  認 知 機 能 の 評 価  

 認 知 機 能 の 評 価 は ， 日 本 語 版  [ 2 3 ]  M o n t r e a l  C o g n i t i v e  

A s s e s s m e n t  [ 2 4 ]  ( M o C A - J )  を 用 い た ． M o C A - J は ， 個 別 面

接 式 の 認 知 機 能 評 価 検 査 で あ り ，1 0 分 程 度 で 実 施 が 可 能 な

も の で あ る ．3 0 点 満 点 で 評 価 が 行 わ れ ，高 得 点 で あ る ほ ど ，

高 い 認 知 機 能 を 有 す る と さ れ る ．M o C A - J は ，記 憶 ，言 語 ，

実 行 機 能 ， 注 意 機 能 ， 視 空 間 認 知 ， 概 念 的 思 考 ， 見 当 識 な

ど ， 多 面 的 に 認 知 機 能 を 評 価 す る 課 題 構 成 と な っ て い る ．

ま た ，得 点 の 算 出 に は 教 育 年 数 も 考 慮 さ れ て お り ，教 育 年

数 が 1 2 年 以 下 で あ っ た 場 合 に は 合 計 点 に 1 点 付 加 す る こ と
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に な っ て い る ．  

検 査 に あ た り ，調 査 会 場 で は 対 象 者 に ヘ ッ ド ホ ン を 装 着

さ せ ，周 囲 の 騒 音 を 遮 断 し た 状 態 で ，検 査 者 が パ ー ソ ナ ル

コ ン ピ ュ ー タ 画 面 上 の 課 題 を 見 せ ，マ イ ク ロ フ ォ ン を 通 じ

て 指 示 を 与 え た ． M o C A - J 検 査 は ， 大 阪 大 学 大 学 院 人 間 科

学 研 究 科 な ら び に 東 京 都 健 康 長 寿 医 療 セ ン タ ー 研 究 所 の

研 究 者 が 担 当 し た ．  

 

3 .  口 腔 状 態 お よ び 口 腔 機 能 の 評 価  

大 阪 大 学 歯 学 部 附 属 病 院 咀 嚼 補 綴 科 な ら び に 同 口 腔 治

療 ・ 歯 周 科 所 属 の 歯 科 医 師 が ，口 腔 内 検 査 な ら び に 口 腔 機

能 の 評 価 を 行 っ た ．  

口 腔 内 検 査 に よ り ，残 存 歯 数 ，歯 周 ポ ケ ッ ト 深 さ を 記 録

し た ．  

残 存 歯 数 は ，残 根 な ら び に 智 歯 を 含 め た 天 然 歯 の 数 を 記

録 し ， 連 続 変 数 と し て 使 用 し た ．  

歯 周 ポ ケ ッ ト は ， ペ リ オ プ ロ ー ブ C P 1 2  (ヒ ュ ー フ レ デ ィ

社 ， 東 京 )  を 用 い て 6 点 法 に て 全 歯 測 定 し ， 各 歯 の 最 深 部

を そ の 歯 の 代 表 値 と し た ． 歯 周 ポ ケ ッ ト が 4 ㎜ 以 上 の 歯 数

を 記 録 し ， 連 続 変 数 と し て 使 用 し た ．  

口 腔 機 能 の 評 価 に は ，最 大 咬 合 力 を 用 い た ．最 大 咬 合 力

の 測 定 に は デ ン タ ル プ レ ス ケ ー ル 5 0 H ，R タ イ プ  (ジ ー シ ー
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社 ， 東 京 )  を 用 い た ．こ れ は ， 厚 さ 9 7 μ m の ポ リ エ チ レ ン テ

レ フ タ ラ ー ト の シ ー ト の 間 に ，発 色 剤 を 含 む マ イ ク ロ カ プ

セ ル が 含 ま れ て い る 感 圧 シ ー ト で あ る ．こ の シ ー ト に 圧 力

が 加 わ る と ，そ の マ イ ク ロ カ プ セ ル が 崩 壊 し ，赤 色 に 発 色

す る ．圧 力 が 大 き く な る と 発 色 の 濃 度 が 高 く な る ．発 色 面

積 と 濃 度 を ，オ ク ル ー ザ ー F P D - 7 0 7  ( ジ ー シ ー 社 ，東 京 )  を

用 い て 読 み 取 る こ と で ， 最 大 咬 合 力  ( N )  を 算 出 し た ． 測

定 時 ，対 象 者 に は ，デ ン タ ル プ レ ス ケ ー ル を 咬 頭 嵌 合 位 に

て 3 秒 間 可 及 的 に 強 い 力 で 噛 み し め る よ う 指 示 し た ．ま た ，

義 歯 装 着 者 は 義 歯 を 装 着 し た 状 態 で 測 定 を 行 っ た ．  

 

4 .  全 身 的 疾 患 な ら び に 生 活 習 慣 ， 肥 満 度 の 評 価  

大 阪 大 学 大 学 院 医 学 系 研 究 科 ，東 京 都 健 康 長 寿 医 療 セ ン

タ ー 研 究 所 な ら び に 慶 應 義 塾 大 学 医 学 部 所 属 の 医 師 に よ

る 問 診 に よ り ， 脳 卒 中 の 既 往 ， な ら び に 飲 酒 ， 喫 煙 習 慣 を

確 認 し た ． 飲 酒 習 慣 に つ い て は ， 「 全 く 飲 ま な い 」 ， 「 飲

酒 の 習 慣 が あ る 」 の 2 件 法 で 回 答 さ せ た ． 喫 煙 習 慣 に つ い

て は ， 「 現 在 喫 煙 し て い な い 」 ，「 現 在 喫 煙 し て い る 」 の

2 件 法 で 回 答 さ せ た ．    

高 血 圧 は ， 測 定 血 圧 と 服 用 薬 剤 情 報 よ り 診 断 を 行 っ た ．

測 定 血 圧 の 最 高 血 圧 ≧ 1 4 0 ㎜ H g，ま た は 最 低 血 圧 ≧ 9 0 m m H g

あ る い は 降 圧 剤 服 用 中 の 者 を ,  高 血 圧 罹 患 群 と し た ．  
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糖 尿 病 は ，生 化 学 検 査 に よ る 血 糖 値 と 服 用 薬 剤 情 報 を 用

い て ， 診 断 を 行 っ た ． 空 腹 時 血 糖 値 ≧ 7 . 0  m m o l / L  ( 1 2 6  

m g / d L )  ま た は ， 随 時 血 糖 値 ≧ 1 1 . 1  m m o l / L  ( 2 0 0  m g / d L )  あ

る い は ， H b A 1 c  ( N a t i o n a l  G l y c o h e m o g l o b i n  S t a n d a r i z a t i o n  

P r o g r a m )  ≧ 6 . 5 ％ も し く は ,  糖 尿 病 治 療 薬 服 用 中 の 者 を ,  

糖 尿 病 罹 患 群 と し た ．  

脂 質 異 常 症 は ，コ レ ス テ ロ ー ル 値 と 服 用 薬 剤 情 報 よ り 診

断 を 行 っ た ．脂 質 異 常 症 は 低 密 度 リ ポ タ ン パ ク 質 コ レ ス テ

ロ ー ル  ( L D L - C )  ≧ 3 . 6 2 m m o l / L  ( 1 4 0 m g / d L )  ま た は ，高 密 度

リ ポ タ ン パ ク 質 コ レ ス テ ロ ー ル  ( H D L - C )  < 1 . 0 3 m m o l / L  

( 4 0 m g / d L )  あ る い は ， 中 性 脂 肪  ( T G )  ≧ 1 . 6 9 m m o l / L  

( 1 5 0 m g / d l )  ， も し く は 脂 質 異 常 症 治 療 薬 服 用 中 の 者 を ,  脂

質 異 常 症 群 と し た ．  

肥 満 度 は ， B o d y  M a s s  I n d e x  ( B M I )  を 用 い て 評 価 を 行 っ

た ． B M Iは ， 実 際 に 計 測 し た 体 重  ( k g )  を 身 長  ( m )  の 2 乗

で 除 し て 算 出 し た ．  

 

5 .  運 動 機 能 評 価  

運 動 機 能 の 評 価 と し て 、握 力 な ら び に 歩 行 速 度 を 測 定 し

た ． 握 力 の 測 定 で は ， 利 き 手 を 尋 ね ， 椅 子 座 位 で 2 回 測 定

し ， 平 均 値  ( k g f )  を 算 出 し た ．  

歩 行 速 度 は ， 普 段 通 り に 8  f e e t  ( 2 . 4 4 m )を 2 回 歩 い て も ら



11 

 

い ，歩 行 速 度  ( m / s )  の 平 均 値 を 算 出 し た ．運 動 機 能 の 測 定

は ，大 阪 大 学 大 学 院 人 間 科 学 研 究 科 な ら び に 東 京 都 健 康 長

寿 医 療 セ ン タ ー 研 究 所 の 研 究 者 が 行 っ た ．  

 

6 .  う つ 状 態 の 評 価  

う つ 状 態 の 評 価 は ， 高 齢 者 抑 う つ 尺 度 の 短 縮 版 （ G D S 5 ;  

G e r i a t r i c  D e p r e s s i o n  S c a l e  5 ） [ 2 5 ]  を 用 い て 行 っ た ．G D S 5

は 5 項 目 か ら 成 り ， 最 低 点 は 0 点 ， 最 高 点 は 5 点 で あ る ． ス

コ ア が 高 い ほ ど 、 抑 う つ 傾 向 が 高 い こ と を 示 す ．   

 

7 .  経 済 状 況 ， 同 居 状 況 ， 外 出 頻 度 な ら び に 交 流 回 数 の 評

価  

質 問 票 に よ り ，現 在 の 家 計 の 状 況 な ら び に 同 居 状 況 を 調

査 し た ． 経 済 状 況 は ， 「 ゆ と り が あ る 」 ， 「 普 通 」 ， 「 ゆ

と り が な い 」 の 3 件 法 で ， 同 居 状 況 は 「 家 族 そ の 他 と 同 居

し て い る 」 「 独 居 」 の 2 件 法 で 調 査 し た ． 外 出 頻 度 は 「 週 5

回 以 上 」 ， 「 週 3 - 4 回 」 ， 「 週 2 回 以 下 」 の 3 件 法 で 、 家 族

以 外 の 他 者 と の 交 流 回 数 は 「 月 4 回 以 上 」 ， 「 月 1 - 3 回 」 ，

「 月 1 回 未 満 」 の 3 件 法 で 調 査 し た ．  

  

8 .  教 育 年 数  

教 育 年 数 は ，質 問 票 を 用 い て ，小 学 校 か ら 大 学 院 ま で 教
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育 を 受 け た 年 数 を 合 計 し て 算 出 し た ．教 育 年 数 は ，認 知 機

能 検 査 の 結 果 と 関 連 が あ る と さ れ  [ 2 6 ,  2 7 ]  ， M o C A - J の 評

価 に お い て は ， 教 育 年 数 が 1 2 年 以 下 の 者 は 得 点 に 1 点 を 加

え る こ と に な っ て い る  [ 2 3 ]  ．   

 

9 .  炎 症 状 態 の 評 価  

血 液 検 査 に よ り ， 血 清 C 反 応 性 蛋 白 定 量  (血 清 C R P 定 量 )

を 測 定 し た ．   

 

1 0 .  遺 伝 素 因 の 評 価  

血 液 検 査 に よ り ，A p o l i p o p r o t e i n  E  ( A p o E )  遺 伝 子 型 に 関

す る デ ー タ を 分 析 し ，少 な く と も 一 つ の A p o E - ε 4 対 立 遺 伝

子 を 有 す る 者 を ， 遺 伝 素 因 あ り と し た ．  

1 1 .  統 計 学 的 分 析  

以 下 の よ う な 順 で 分 析 を 行 っ た ．  

分 析 Ⅰ  解 析 対 象 者 と 解 析 除 外 者 と の 比 較  

分 析 Ⅱ  各 変 数 と 認 知 機 能 と の 関 連 の 検 討  

分 析 Ⅲ  性 別 ， 年 齢 ， 教 育 年 数 ， 経 過 年 数 を 調 整 し た う え

で の 口 腔 因 子 と 認 知 機 能 と の 関 連 の 検 討  

分 析 Ⅳ  分 析 Ⅲ に 加 え ，認 知 機 能 に 関 連 す る リ ス ク 因 子 を

調 整 し た う え で の 口 腔 因 子 と 認 知 機 能 と の 関 連 の 検 討  

な お ， そ れ ぞ れ の 分 析 に は ， 分 析 用 ソ フ ト ウ ェ ア S P S S  
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V e r s i o n  2 4 . 0  ( I B M  J a p a n ,  東 京 )  を 用 い ， 有 意 水 準 は 5 %と  

し た ．  

1 1 ． 1 ． 分 析 Ⅰ  解 析 対 象 者 と 解 析 除 外 者 と の 比 較  

分 析 を 進 め る に あ た り ，解 析 対 象 者 の 概 要 な ら び に ，解

析 対 象 者 と 解 析 除 外 者 と の 間 の 違 い に つ い て 検 討 し た ．ベ

ー ス ラ イ ン 時 の M o C A - J 得 点 ， 残 存 歯 数 ， 歯 周 ポ ケ ッ ト が 4

㎜ 以 上 の 歯 数 ， 最 大 咬 合 力 ， 握 力 ， 歩 行 速 度 ， G D S 得 点 ，

教 育 年 数 ， 血 清 C R P 定 量 に つ い て は ， M a n n - W h i t n e yの U 検

定 を 行 っ た ． ベ ー ス ラ イ ン 時 の 脳 卒 中 の 既 往 ， 飲 酒 習 慣 ，

喫 煙 習 慣 ， 高 血 圧 ・ 糖 尿 病 ・ 脂 質 異 常 症 の 罹 患 状 況 ， 経 済

状 況 ， 同 居 状 況 ， 1 週 間 あ た り の 外 出 頻 度 ， 1 か 月 あ た り の

家 族 以 外 の 他 者 と の 交 流 回 数 ，遺 伝 素 因 に つ い て は ，カ イ

二 乗 検 定 を 行 っ た ．そ れ ぞ れ 男 女 別 ，年 齢 別 で 検 討 を 行 っ

た ．  

 

分 析 Ⅱ ，Ⅲ ，Ⅳ で は ，一 般 化 推 定 方 程 式  ( G E E :  g e n e r a l i z e d  

e s t i m a t i n g  e q u a t i o n )  を 用 い た ．G E E は 同 一 対 象 者 内 の 経 過

デ ー タ 間 の 相 関 を 考 慮 す る こ と が 可 能 で あ り ，縦 断 解 析 に

適 し た 統 計 モ デ ル で あ る ．認 知 機 能 の 評 価 に は ，ベ ー ス ラ

イ ン 時 と 追 跡 調 査 時 の M o C A - J 得 点 を 分 析 に 用 い た ． そ の

他 す べ て の 説 明 変 数 は ， ベ ー ス ラ イ ン 調 査 時 の 値 を 用 い ，

経 過 年 数 も 加 え た ． ま た ， 分 析 Ⅲ ， Ⅳ で は ， 口 腔 因 子 と 時
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間 経 過 と の 交 互 作 用 を 用 い る こ と で ，口 腔 因 子 と 認 知 機 能

低 下 と の 関 連 を 検 討 し た ．  

 

1 1 ． 2 .  分 析 Ⅱ  各 変 数 と 認 知 機 能 と の 関 連 の 検 討  

各 変 数 と 認 知 機 能 と の 関 連 は ， 目 的 変 数 に M o C A - J 得 点 ，

説 明 変 数 に 各 変 数 を 投 入 し た G E E を 用 い て 検 討 し た ．  

 

1 1 ． 3 .  分 析 Ⅲ  性 別 ， 年 齢 ， 教 育 年 数 ， 経 過 年 数 を 調 整

し た う え で の 口 腔 因 子 と 認 知 機 能 と の 関 連 の 検 討  

 分 析 Ⅲ で は ，各 口 腔 因 子 の 3 年 後 の 認 知 機 能 お よ び 3 年 間

で の 認 知 機 能 低 下 へ の 関 連 を 検 討 し た ．先 行 研 究 よ り ，最

低 限 調 整 す べ き と 考 え ら れ る 性 別 ， 年 齢 ， 教 育 年 数 ， 経 過

年 数 を 調 整 し た う え で ， 目 的 変 数 を M o C A - J 得 点 ， 説 明 変

数 を 各 口 腔 因 子 な ら び に 認 知 機 能 低 下 と 関 連 を 検 討 す る

た め の 各 口 腔 因 子 な ら び に 経 過 年 数 と の 交 互 作 用 項 と し ，

そ れ ぞ れ の 口 腔 因 子 ご と に G E E を 用 い て 分 析 を 行 っ た ．  

 

1 1 ． 4 ． 分 析 Ⅳ  分 析 Ⅲ に 加 え ， 認 知 機 能 に 関 連 す る リ ス

ク 因 子 を 調 整 し た う え で の 口 腔 因 子 と 認 知 機 能 と の 関 連

の 検 討  

 分 析 Ⅳ で は ，分 析 Ⅲ に 加 え ，過 去 の 報 告 で 認 知 機 能 に 関

連 す る と 考 え ら れ る 因 子 を 調 整 し た う え で ，各 口 腔 因 子 の
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3 年 後 の 認 知 機 能 お よ び 3 年 間 で の 認 知 機 能 低 下 へ の 関 連

を 検 討 し た ． 性 別 ， 年 齢 ， 教 育 年 数 ， 経 過 年 数 に 加 え ， 握

力 ， 歩 行 速 度 ， G D S 得 点 ， 教 育 年 数 ， 血 清 C R P 定 量 ， 脳 卒

中 の 既 往 ， 喫 煙 習 慣 ， 飲 酒 習 慣 ， 高 血 圧 ・ 糖 尿 病 ・ 脂 質 異

常 症 の 罹 患 状 況 ， 経 済 状 況 ， 同 居 状 況 ， 1 週 間 あ た り の 外

出 頻 度 ， 1 か 月 あ た り の 家 族 以 外 の 他 者 と の 交 流 回 数 ， 遺

伝 素 因 を 調 整 し た う え で ， 目 的 変 数 を M o C A - J 得 点 ， 説 明

変 数 を 各 口 腔 因 子 な ら び に 経 過 年 数 と の 交 互 作 用 項 と し ，

G E E を 用 い て 分 析 を 行 っ た ．   
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【 結 果 】  

1 .   分 析 Ⅰ  解 析 対 象 者 と 解 析 除 外 者 と の 比 較  

対 象 者 の フ ロ ー チ ャ ー ト を 図 1 に 示 す ． 追 跡 調 査 不 参 加

7 6 9 名 の 理 由 と し て は ， 調 査 日 程 に 都 合 が 合 わ な か っ た 者

が 2 2 0 名 ， 辞 退 が 1 5 2 名 ， 死 亡 が 4 1 名 ， 病 気 や 外 傷 が 2 8 名 ，

転 居 が 1 8 名 ，施 設 に 入 所 し た 者 が 8 名 ，不 明 が 3 0 8 名 で あ っ

た ．  

続 い て ， 解 析 対 象 者 8 6 0 名 の M o C A - J 得 点 ， 口 腔 因 子  (残

存 歯 数 ， 歯 周 ポ ケ ッ ト 深 さ 4 ㎜ 以 上 の 歯 数 ， 最 大 咬 合 力 )の

分 布 を 図 2 - 6 に 示 す ．  

 さ ら に ， 解 析 対 象 者 8 6 0 名 と 解 析 除 外 者 1 1 1 3 名 の M o C A - J

得 点 ， 歯 数 ， 歯 周 ポ ケ ッ ト 深 さ が 4 ㎜ 以 上 の 歯 数 ， 最 大 咬

合 力 ， B M I， 握 力 ， 歩 行 速 度 ， G D S 5 得 点 ， 血 清 C R P 定 量 の

中 央 値  ( 四 分 位 範 囲 )を 表 1 に 示 す ．  

 

1 ． 1 ． M o C A - J 得 点  

7 0 歳 群 で は ， 男 性  ( p < 0 . 0 0 1 )  ， 女 性  ( p = 0 . 0 0 7 )  と も に ，

解 析 対 象 者 よ り 解 析 除 外 者 の M o C A - J 得 点 は 低 く ， 有 意 な

差 を 認 め た ． ま た ， 8 0 歳 群 で も ， 男 性  ( p = 0 . 0 1 7 )， 女 性  

( p < 0 . 0 0 1 )  と も に ，解 析 対 象 者 よ り 解 析 除 外 者 の M o C A - J 得

点 は 低 く ， 有 意 な 差 を 認 め た ．  
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1 ． 2 ． 残 存 歯 数  

7 0 歳 群 に お い て ，男 性  ( p = 0 . 0 7 0 )  で は ，解 析 対 象 者 と 解

析 除 外 者 の 残 存 歯 数 に 有 意 な 差 を 認 め な か っ た ．一 方 ，女

性  ( p = 0 . 0 0 9 )  で は ，解 析 対 象 者 よ り 解 析 除 外 者 の 残 存 歯 数

は 少 な く 有 意 な 差 を 認 め た ． ま た ， 8 0 歳 群 で は ， 男 性  

( p = 0 . 1 4 8 )  ， 女 性  ( p = 0 . 9 1 9 )  と も に ， 解 析 対 象 者 と 解 析 除

外 者 の 残 存 歯 数 に 有 意 な 差 は 認 め ら れ な か っ た ．  

 

1 ． 3 ． 歯 周 ポ ケ ッ ト 深 さ 4 ㎜ 以 上 の 歯 数  

7 0 歳 群 で は ， 男 性  ( p = 0 . 5 3 3 )  ， 女 性  ( p = 0 . 5 8 7 )  と も に ，

解 析 対 象 者 と 解 析 除 外 者 の 歯 周 ポ ケ ッ ト 深 さ 4 m m  以 上 の

歯 数 に 有 意 な 差 は 認 め ら れ な か っ た ． ま た ， 8 0 歳 群 で も ，

男 性  ( p = 0 . 5 8 1 )  ，女 性  ( p = 0 . 8 8 8 )  と も に ，解 析 対 象 者 と 解

析 除 外 者 の 歯 周 ポ ケ ッ ト 深 さ 4 ㎜ 以 上 の 歯 数 に 有 意 な 差 は

認 め ら れ な か っ た ．  

 

1 ． 4 ． 最 大 咬 合 力  

7 0 歳 群 で は ， 男 性  ( p = 0 . 4 0 8 )  ， 女 性  ( p = 0 . 0 6 8 )  と も に ，

解 析 対 象 者 と 解 析 除 外 者 の 最 大 咬 合 力 に 有 意 な 差 は 認 め

ら れ な か っ た ． ま た ， 8 0 歳 群 で も ， 男 性  ( p = 0 . 9 8 9 )  ， 女 性  

( p = 0 . 6 4 8 )  と も に ， 解 析 対 象 者 と 解 析 除 外 者 の 最 大 咬 合 力

に 有 意 な 差 は 認 め ら れ な か っ た ．  
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1 ． 5 ． B M I  

7 0 歳 群 で は ，男 性  ( p = 0 . 7 3 6 )  ，女 性  ( p = 0 . 3 9 8 )  と も に ，解

析 対 象 者 と 解 析 除 外 者 の B M Iに 有 意 な 差 は 認 め ら れ な か

っ た ．ま た ，8 0 歳 群 で も ，男 性  ( p = 0 . 4 4 8 )  ，女 性  ( p = 0 . 2 8 5 )  

と も に ， 解 析 対 象 者 と 解 析 除 外 者 の B M Iに 有 意 な 差 は 認 め

ら れ な か っ た ．  

 

1 ． 6 ． 握 力  

7 0 歳 群 に お い て ，男 性  ( p = 0 . 0 0 2 )  で は ，解 析 対 象 者 よ り

解 析 除 外 者 の 握 力 は 低 く ， 有 意 な 差 を 認 め た ． 一 方 ， 女 性  

( p = 0 . 9 5 3 )  で は ， 解 析 対 象 者 と 解 析 除 外 者 の 握 力 に 有 意 な

差 は 認 め ら れ な か っ た ．ま た ，8 0 歳 群 で は ，男 性  ( p = 0 . 0 0 9 )  ，

女 性  ( p ＜ 0 . 0 0 1 )  と も に ， 解 析 対 象 者 よ り 解 析 除 外 者 の 握

力 は 低 く ， 有 意 な 差 を 認 め た ．  

 

1 ． 7 ． 歩 行 速 度  

7 0 歳 群 で は ， 男 性  ( p = 0 . 6 9 6 )  ， 女 性  ( p = 0 . 0 7 1 )  と も に ，

解 析 対 象 者 と 解 析 除 外 者 の 歩 行 速 度 に 有 意 な 差 は 認 め ら

れ な か っ た ．ま た ， 8 0 歳 群 で は ，男 性  ( p = 0 . 0 1 9 )  ，女 性  ( p

＜ 0 . 0 0 1 )  と も に ，解 析 対 象 者 よ り 解 析 除 外 者 の 歩 行 速 度 は

遅 く ， 有 意 な 差 を 認 め た ．  
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1 ． 8 ． G D S 5 得 点  

7 0 歳 群 に お い て ，男 性  ( p = 0 . 3 0 5 )  で は ，解 析 対 象 者 と 解

析 除 外 者 の G D S 5 得 点 に 有 意 な 差 は 認 め ら れ な か っ た ． 一

方 ， 女 性  ( p = 0 . 0 1 3 )  で は ， 解 析 対 象 者 よ り 解 析 除 外 者 の

G D S 5 得 点 は 高 く ， 有 意 な 差 を 認 め た ． ま た ， 8 0 歳 群 に お

い て ， 男 性  ( p = 0 . 3 1 3 )  で は ， 解 析 対 象 者 と 解 析 除 外 者 の

G D S 5 得 点 に 有 意 な 差 は 認 め ら れ な か っ た ． 一 方 ， 女 性  

( p = 0 . 0 2 8 )  で は ，解 析 対 象 者 よ り 解 析 除 外 者 の G D S 5 得 点 は

高 く ， 有 意 な 差 を 認 め た ．   

 

1 ． 9 ． 教 育 年 数  

 7 0 歳 群 に お い て ， 男 性  ( p ＜ 0 . 0 0 1 )  で は ， 解 析 対 象 者 よ

り 解 析 除 外 者 の 教 育 年 数 は 短 く ，有 意 な 差 を 認 め た ．一 方 ，

女 性  ( p = 0 . 1 1 7 )  で は ，解 析 対 象 者 と 解 析 除 外 者 の 教 育 年 数

に 有 意 な 差 は 認 め ら れ な か っ た ． ま た ， 8 0 歳 群 に お い て ，

男 性  ( p = 0 . 0 0 1 )  で は ，解 析 対 象 者 よ り 解 析 除 外 者 の 教 育 年

数 は 短 く ，有 意 な 差 を 認 め た ．一 方 ，女 性  ( p = 0 . 1 7 5 )  で は ，

解 析 対 象 者 と 解 析 除 外 者 の 教 育 年 数 に 有 意 な 差 は 認 め ら

れ な か っ た ．  

 

1 ． 1 0 ． 血 清 C R P 定 量  
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7 0 歳 群 に お い て ，男 性  ( p = 0 . 0 1 9 )  で は ，解 析 対 象 者 よ り

解 析 除 外 者 の 血 清 C R P 定 量 は 多 く ， 有 意 な 差 を 認 め た ． 一

方 ，女 性  ( p = 0 . 7 3 5 )  で は ，解 析 対 象 群 と 解 析 除 外 者 の 血 清

C R P 定 量 に 有 意 な 差 は 認 め ら れ な か っ た ． ま た ， 8 0 歳 群 で

は ，男 性  ( p = 0 . 6 3 0 )  ，女 性  ( p = 0 . 1 7 3 )  と も に ，解 析 対 象 者

と 解 析 除 外 者 の 血 清 C R P 定 量 に 有 意 な 差 は 認 め ら れ な か

っ た ．  

 

次 に ，年 齢 群 、性 別 毎 に 解 析 対 象 者 な ら び に 解 析 除 外 者

に お け る 脳 卒 中 の 既 往 ，飲 酒 習 慣 ，喫 煙 習 慣 ，高 血 圧 罹 患 ，

糖 尿 病 罹 患 ， 脂 質 異 常 症 罹 患 ， 同 居 状 況 ， 外 出 頻 度 ， 交 流

回 数 ， 遺 伝 素 因 の 有 無 の 割 合 を 表 2 - 5 に 示 す ．  

 

1 ． 1 1 ． 脳 卒 中 既 往  

7 0 歳 群 で は ， 男 性  ( p = 0 . 5 2 0 )  ， 女 性  ( p = 0 . 5 9 6 )  と も に ，

脳 卒 中 既 往 と 解 析 対 象 の 有 無 と の 間 に 有 意 な 関 連 は 認 め

ら れ な か っ た ． ま た ， 8 0 歳 群 で は ， 男 性  ( p = 0 . 6 6 2 )  ， 女 性  

( p = 0 . 1 6 7 )  と も に ， 脳 卒 中 既 往 と 解 析 対 象 の 有 無 と の 間 に

有 意 な 関 連 は 認 め ら れ な か っ た ．  

 

1 ． 1 2 ． 飲 酒 習 慣  

7 0 歳 群 で は ， 男 性  ( p = 0 . 8 2 0 )  ， 女 性  ( p = 0 . 9 8 0 )  と も に ，
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飲 酒 習 慣 と 解 析 対 象 の 有 無 と の 間 に 有 意 な 関 連 は 認 め ら

れ な か っ た ． ま た ， 8 0 歳 群 で は ， 男 性  ( p = 0 . 8 1 6 )  ， 女 性  

( p = 0 . 5 0 2 )  と も に ， 飲 酒 習 慣 と 解 析 対 象 の 有 無 と の 間 に 有

意 な 関 連 は 認 め ら れ な か っ た ．  

 

1 ． 1 3 ． 喫 煙 習 慣  

 7 0 歳 群 で は ， 男 性  ( p = 0 . 5 0 1 )  ， 女 性  ( p = 0 . 6 8 1 )  と も に ，

喫 煙 習 慣 と 解 析 対 象 の 有 無 と の 間 に 有 意 な 差 は 認 め ら れ

な か っ た ． ま た ， 8 0 歳 群 に お い て ， 男 性  ( p = 0 . 0 0 5 )  で は ，

喫 煙 習 慣 と 解 析 対 象 の 有 無 と の 間 に 有 意 な 関 連 を 認 め た ．

一 方 ，女 性  ( p = 0 . 0 5 7 )  で は ，喫 煙 習 慣 と 解 析 対 象 の 有 無 と

の 間 に 有 意 な 関 連 は 認 め ら れ な か っ た ．  

 

1 ． 1 4 ． 高 血 圧 罹 患  

 7 0 歳 群 に お い て ，男 性  ( p = 0 . 8 3 7 )  で は ，高 血 圧 罹 患 と 解

析 対 象 の 有 無 と の 間 に 有 意 な 関 連 は 認 め ら れ な か っ た ．一

方 ，女 性  ( p = 0 . 0 3 1 )  で は ，高 血 圧 罹 患 と 解 析 対 象 の 有 無 と

の 間 に 有 意 な 関 連 が 認 め ら れ た ． ま た ， 8 0 歳 群 で は ， 男 性  

( p = 0 . 8 2 3 )  ， 女 性  ( p = 0 . 5 6 5 )  と も に ， 高 血 圧 罹 患 と 解 析 対

象 の 有 無 と の 間 に 有 意 な 関 連 は 認 め ら れ な か っ た ．  

 

1 ． 1 5 ． 糖 尿 病 罹 患  
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 7 0 歳 群 に お い て ， 男 性  ( p = 0 . 0 8 8 )  で は ， 糖 尿 病 罹 患 と

解 析 対 象 の 有 無 と の 間 に 有 意 な 関 連 は 認 め ら れ な か っ た ．

一 方 ，女 性  ( p = 0 . 0 2 1 )  で は ，糖 尿 病 罹 患 と 解 析 対 象 の 有 無

と の 間 に 有 意 な 関 連 が 認 め ら れ た ．ま た ，8 0 歳 群 に お い て ，

男 性  ( p = 0 . 1 8 7 )  で は ，糖 尿 病 罹 患 と 解 析 対 象 の 有 無 と の 間

に 有 意 な 関 連 は 認 め ら れ な か っ た ． 一 方 ， 女 性  ( p = 0 . 0 4 5 )  

で は ，糖 尿 病 罹 患 と 解 析 対 象 の 有 無 と の 間 に 有 意 な 関 連 を

認 め た ．   

 

1 ． 1 6 ． 脂 質 異 常 症 罹 患  

7 0 歳 群 に お い て ，男 性  ( p = 0 . 0 3 8 )  で は ，脂 質 異 常 症 罹 患

と 解 析 対 象 の 有 無 と の 間 に 有 意 な 関 連 が 認 め ら れ た ．一 方 ，

女 性  ( p = 0 . 3 8 5 )  で は ，脂 質 異 常 症 罹 患 と 解 析 対 象 の 有 無 と

の 間 に 有 意 な 関 連 は 認 め ら れ な か っ た ．ま た ，8 0 歳 群 で は ，

男 性  ( p = 0 . 3 5 2 )  ，女 性  ( p = 0 . 3 0 0 )  と も に ，脂 質 異 常 症 罹 患

と 解 析 対 象 の 有 無 と の 間 に 有 意 な 関 連 は 認 め ら れ な か っ

た ．  

 

1 ． 1 7 ． 経 済 状 況  

7 0 歳 群 で は ， 男 性  ( p = 0 . 1 2 3 )  ， 女 性  ( p = 0 . 9 9 2 )  と も に ，

経 済 状 況 と 解 析 対 象 の 有 無 と の 間 に 有 意 な 関 連 は 認 め ら

れ な か っ た ． ま た ， 8 0 歳 群 で は ， 男 性  ( p = 0 . 1 5 6 )  ， 女 性  
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( p = 0 . 1 4 1 )  と も に ， 経 済 状 況 と 解 析 対 象 の 有 無 と の 間 に 有

意 な 関 連 は 認 め ら れ な か っ た ．  

 

1 ． 1 8 ． 同 居 状 況  

7 0 歳 群 で は ， 男 性  ( p = 0 . 3 7 5 )  ， 女 性  ( p = 0 . 2 5 2 )  と も に ，

同 居 状 況 と 解 析 対 象 の 有 無 と の 間 に 有 意 な 関 連 は 認 め ら

れ な か っ た ． ま た ， 8 0 歳 群 に お い て も ， 男 性  ( p = 0 . 4 8 2 )  ，

女 性  ( p = 0 . 7 4 4 )  と も に ，同 居 状 況 と 解 析 対 象 の 有 無 と の 間

に 有 意 な 関 連 は 認 め ら れ な か っ た ．  

 

1 ． 1 9 ． 外 出 頻 度  

7 0 歳 群 で は ， 男 性  ( p = 0 . 0 4 2 )  ， 女 性  ( p = 0 . 0 3 3 )  と も に ，

外 出 頻 度 と 解 析 対 象 の 有 無 と の 間 に 有 意 な 関 連 を 認 め た ．

ま た ， 8 0 歳 群 で は ，男 性  ( p = 0 . 2 3 0 )  ，女 性  ( p = 0 . 0 8 5 )  と も

に ，外 出 頻 度 と 解 析 対 象 の 有 無 と の 間 に 有 意 な 関 連 は 認 め

ら れ な か っ た ．  

 

1 ． 2 0 ． 交 流 回 数  

7 0 歳 群 で は ， 男 性  ( p = 0 . 6 4 8 )  ， 女 性  ( p = 0 . 7 8 0 )  と も に ，

交 流 回 数 と 解 析 対 象 の 有 無 と の 間 に 有 意 な 関 連 は 認 め ら

れ な か っ た ．8 0 歳 群 で は ，男 性  ( p = 0 . 8 2 6 )  ，女 性  ( p = 0 . 8 1 7 )  

と も に ，交 流 回 数 と 解 析 対 象 の 有 無 と の 間 に 有 意 な 関 連 は
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認 め ら れ な か っ た ．  

 

1 ． 2 1 ． 遺 伝 素 因  

7 0 歳 群 で は ， 男 性  ( p = 0 . 9 3 0 )  ， 女 性  ( p = 0 . 7 8 9 )  と も に ，

遺 伝 素 因 と 解 析 対 象 の 有 無 と の 間 に 有 意 な 関 連 は 認 め ら

れ な か っ た ． 8 0 歳 群 に お い て ， 男 性  ( p = 0 . 4 5 2 )で は ， 遺 伝

素 因 と 解 析 対 象 の 有 無 と の 間 に 有 意 な 関 連 は 認 め ら れ な

か っ た ． 一 方 ， 女 性  ( p = 0 . 0 3 1 )  で は ，遺 伝 素 因 と 解 析 対 象

の 有 無 と の 間 に 有 意 な 関 連 を 認 め た ．  

 

2 ． 分 析 Ⅱ  各 変 数 と 認 知 機 能 と の 関 連 の 検 討  

 M o C A - J 得 点 を 目 的 変 数 と し ， 各 変 数 を 説 明 変 数 と し た

G E E の 結 果 を 表 6 に 示 す ． M o C A - J 得 点  (点 )  ， 教 育 年 数  

(年 )  ， 経 過 年 数  (年 )  ， 残 存 歯 数  (本 )  ， 歯 周 ポ ケ ッ ト 深

さ が 4 ㎜ 以 上 の 歯 数  (本 )  ， 最 大 咬 合 力  ( 1 0 0 N )  ， B M I  

( k g / m 2 )  ，握 力  ( k g f )  ，歩 行 速 度  ( m / s )  ，G D S 5 得 点  (点 )  ，

血 清 C R P 定 量  ( m g / d l )  は ，連 続 変 数 と し て ，性 別  (男 性 = 0 ，

女 性 = 1 )  ， 年 齢  ( 7 0 歳 群 = 0 ， 8 0 歳 群 = 1 )  ， 脳 卒 中 既 往  (な

し = 0 ， あ り = 1 )  ， 飲 酒 習 慣  (な し = 0 ， あ り = 1 )  ， 喫 煙 習 慣  

(な し = 0 ， あ り = 1 )  ， 高 血 圧  ( 非 罹 患 群 = 0 ， 罹 患 群 = 1 )  ， 糖

尿 病  (非 罹 患 群 = 0 ，罹 患 群 = 1 )  ，脂 質 異 常 症  (非 罹 患 群 = 0 ，

罹 患 群 = 1 )  ， 経 済 状 況 ( ゆ と り な し = 0 ， ふ つ う = 1 ， ゆ と り
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あ り = 2 )  ， 同 居 状 況  (同 居 = 0 ， 独 居 = 1 )  ， 外 出 頻 度  (週 2

回 以 下 = 0 ，週 3 - 4 回 = 1 ，週 5 回 以 上 = 2 )  ，交 流 回 数  (月 1 回 未

満 = 0 ， 月 2 - 3 回 = 1 ， 月 4 回 以 上 = 2 )  ， 遺 伝 素 因  ( な し = 0 ， あ

り = 1 )  は ， カ テ ゴ リ 変 数 と し て ， 分 析 に 用 い た ．   

 G E E の 結 果 ， 年 代  (非 標 準 化 係 数 :  B = - 2 . 3 4 2 ,  p < 0 . 0 0 1 )  ，

教 育 年 数  ( B = 0 . 2 4 9 ,  p < 0 . 0 0 1 )  ， 経 過 年 数  ( B = - 0 . 2 4 0 ,  

p < 0 . 0 0 1 )  ， 残 存 歯 数  ( B = 0 . 0 6 7 ,  p < 0 . 0 0 1 )  ， 最 大 咬 合 力  

( B = 0 . 2 4 7 ,  p < 0 . 0 0 1 )  ， 握 力  ( B = 0 . 0 6 1 ,  p < 0 . 0 0 1 )  ， 歩 行 速 度  

( B = 3 . 4 9 2 ， p < 0 . 0 0 1 )  ， G D S 5 得 点  ( B = - 0 . 3 8 8 ,  p = 0 . 0 2 6 )  ， 血

清 C R P 定 量  ( B = - 0 . 6 0 2 ,  p = 0 . 0 3 3 )  ， 高 血 圧  ( B = - 0 . 7 5 8 ,  

p = 0 . 0 0 2 )  ， 経 済 状 況 ゆ と り あ り ( B = 1 . 3 0 7 ,  p < 0 . 0 0 1 )  ， 外 出

頻 度 週 5 回 以 上  ( B = 0 . 7 5 9 ,  p < 0 . 0 0 1 )  は ， 認 知 機 能 に 有 意 な

関 連 を 認 め た ． し か し な が ら ， 性 別 ， 歯 周 ポ ケ ッ ト 深 さ 4

㎜ 以 上 の 歯 数 ， B M I， 血 清 C R P 定 量 ， 脳 卒 中 既 往 ， 飲 酒 習

慣 ， 喫 煙 習 慣 ， 糖 尿 病 ， 脂 質 異 常 症 ， 経 済 状 況 ふ つ う ， 同

居 状 況 ， 外 出 頻 度 週 3 - 4 回 ， 交 流 回 数 ， 遺 伝 素 因 は ， 認 知

機 能 に 有 意 な 関 連 を 認 め な か っ た ．  

 

3 .  分 析 Ⅲ  性 別 ，年 齢 ，教 育 年 数 ，経 過 年 数 を 調 整 し た う

え で の 口 腔 因 子 と 認 知 機 能 と の 関 連 の 検 討  

 M o C A - J 得 点 を 目 的 変 数 と し た G E E の 結 果 を 表 7 に 示 す ．

性 別  (男 性 = 0 ， 女 性 = 1 )  ， 年 齢  ( 7 0 歳 群 = 0 ， 8 0 歳 群 = 1 )  ，
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教 育 年 数  (年 )  ， 経 過 年 数  (年 )  を 調 整 し た う え で ， 口 腔

因 子 ご と に ，説 明 変 数 を 各 口 腔 因 子 ，各 口 腔 因 子 と 経 過 年

数 と の 交 互 作 用 項 と し ， 分 析 を 行 っ た ． M o d e l  1 に 残 存 歯

数 ， M o d e l  2 に 歯 周 ポ ケ ッ ト 深 さ 4 m m 以 上 の 歯 数 ， M o d e l  3

に 最 大 咬 合 力 を そ れ ぞ れ 投 入 し た ．  

 残 存 歯 数 ， 歯 周 ポ ケ ッ ト 深 さ 4 m m 以 上 の 歯 数 ， 最 大 咬 合

力 は 連 続 変 数 と し た ．   

 

3 .  1 .  M o d e l  1  

 性 別  ( B = 0 . 5 1 4 ，p = 0 . 0 1 1 )，年 齢 群 ( B = - 2 . 0 0 4 ，p < 0 . 0 0 1 )  ，

教 育 年 数  ( B = 0 . 1 9 4 ， p < 0 . 0 0 1 ) ， 経 過 年 数 ( B = - 0 . 4 1 2 ，

p < 0 . 0 0 1 )  ，残 存 歯 数 ( B = 0 . 0 4 1 ， p ＝ 0 . 0 0 1 )  は ， M o C A - J 得 点

に 対 し て 有 意 な 説 明 変 数 と な っ た ．ま た ，残 存 歯 数 と 経 過

年 数 の 交 互 作 用 項  ( B = 0 . 0 0 9 ， p = 0 . 0 1 0 )  も ， 有 意 な 説 明 変

数 と な っ た ．  

 

3 .  2 .  M o d e l  2  

 性 別  ( B = 0 . 5 0 9 ，p = 0 . 0 1 3 )  ，年 齢 群  ( B = - 2 . 1 4 4 ，p < 0 . 0 0 1 )  ，

教 育 年 数  ( B = 0 . 2 0 6 ， p < 0 . 0 0 1 )  ， 経 過 年 数  ( B = - 0 . 2 5 1 ，

p < 0 . 0 0 1 )  は ， M o C A - J 得 点 に 対 し て 有 意 な 説 明 変 数 と な っ

た ．歯 周 ポ ケ ッ ト が 4 ㎜ 以 上 の 歯 数  ( B = 0 . 0 0 4 ，p ＝ 0 . 8 4 6 )  は ，

M o C A - J 得 点 に 対 し て 有 意 な 説 明 変 数 と な ら な か っ た ． ま
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た ， 歯 周 ポ ケ ッ ト 深 さ 4 ㎜ 以 上 の 歯 数 と 経 過 年 数 の 交 互 作

用 項  ( B = 0 . 0 0 3 ， p = 0 . 6 6 1 )  は ， 有 意 な 説 明 変 数 と な ら な か

っ た ．  

 

3 .  3 .  M o d e l  3  

性 別  ( B = 0 . 5 8 9 ，p = 0 . 0 0 3 )  ，年 齢 群  ( B = - 1 . 8 6 0 ，p < 0 . 0 0 1 )  ，

教 育 年 数  ( B = 0 . 1 9 0 ， p < 0 . 0 0 1 )  ， 経 過 年 数  ( B = - 0 . 3 2 7 ，

p < 0 . 0 0 1 )  ， 最 大 咬 合 力  ( B = 0 . 1 6 2 ， p < 0 . 0 0 1 )  は ， M o C A - J

得 点 に 対 し て 有 意 な 説 明 変 数 と な っ た ．ま た ，最 大 咬 合 力

と 経 過 年 数 の 交 互 作 用 項  ( B = 0 . 0 2 0 ， p = 0 . 0 4 0 )  も ， 有 意 な

説 明 変 数 と な っ た ．  

 

4 .  分 析 Ⅳ  分 析 Ⅲ に 加 え ， 認 知 機 能 に 関 連 す る リ ス ク 因

子 を 調 整 し た う え で の 口 腔 因 子 と 認 知 機 能 と の 関 連 の 検

討  

 分 析 Ⅲ に 加 え ，過 去 の 報 告 よ り ，認 知 機 能 に 関 連 す る と

さ れ る 因 子 で あ る B M I  ( k g / m 2 )  ， 握 力  ( k g )  ， 歩 行 速 度  

( m / s )  ，G D S 5  (点 )  ，血 清 C R P 定 量  ( m g / d l )  ，脳 卒 中 既 往  ( な

し = 0 ， あ り = 1 )  ， 飲 酒 習 慣  (な し = 0 ， あ り = 1 )  ， 喫 煙 習 慣  

(な し = 0 ， あ り = 1 )  ， 高 血 圧  ( 非 罹 患 群 = 0 ， 罹 患 群 = 1 )  ， 糖

尿 病  (非 罹 患 群 = 0 ，罹 患 群 = 1 )  ，脂 質 異 常 症  (非 罹 患 群 = 0 ，

罹 患 群 = 1 )  ， 経 済 状 況 ( ゆ と り な し = 0 ， ふ つ う = 1 ， ゆ と り
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あ り = 2 )  ， 同 居 状 況  (同 居 = 0 ， 独 居 = 1 )  ， 外 出 頻 度  (週 2

回 以 下 = 0 ，週 3 - 4 回 = 1 ，週 5 回 以 上 = 2 )  ，交 流 回 数  (月 1 回 未

満 = 0 ， 月 2 - 3 回 = 1 ， 月 4 回 以 上 = 2 )  ， 遺 伝 素 因  ( な し = 0 ， あ

り = 1 )  と 分 析 Ⅲ で 認 知 機 能 に 有 意 な 関 連 を 示 し た 交 互 作

用 項 で あ る 経 過 年 数 と 残 存 歯 数 ，最 大 咬 合 力 を 説 明 変 数 と

し ， ベ ー ス ラ イ ン 時 な ら び に 追 跡 調 査 時 の M o C A - J 得 点 を

目 的 変 数 と し た G E E の 結 果 を 表 8 に 示 す ．  

 残 存 歯 数 と 最 大 咬 合 力 の 経 過 年 数 と の 交 互 作 用 項  

( S p e a r m a n の 順 位 相 関 係 数 ： r s ＝ 0 . 9 2 )  は ， 相 関 係 数 が 高 い

た め ， 多 重 共 線 性 を 考 慮 し ， 同 時 に 投 入 せ ず ， 残 存 歯 数 と

経 過 年 数 と の 交 互 作 用 項 を 投 入 し た 歯 数 モ デ ル ，最 大 咬 合

力 と 経 過 年 数 と の 交 互 作 用 項 を 投 入 し た 咬 合 力 モ デ ル と

し ， 分 析 を 行 っ た ．   

 

4 .  1 .  歯 数 モ デ ル  

 歯 数 モ デ ル の 説 明 変 数 の う ち ，性 別  ( B = 1 . 2 6 1 ，p < 0 . 0 0 1 )  ，

年 齢  ( B = - 1 . 5 9 3 ，p < 0 . 0 0 1 )  ，教 育 年 数  ( B = 0 . 1 3 2 ，p < 0 . 0 0 1 )  ，

経 過 年 数  ( B = - 0 . 4 1 2 ， p < 0 . 0 0 1 )  ， 最 大 咬 合 力  ( B = 0 . 0 7 9 ,  

p = 0 . 0 4 3 )  ，握 力  ( B = 0 . 0 7 9 ，p < 0 . 0 0 1 )  ，歩 行 速 度  ( B = 1 . 8 0 8 ，

p < 0 . 0 0 1 )  ， 経 済 状 況  ゆ と り あ り  ( B = 1 . 0 0 1 ， p = 0 . 0 0 1 )  に

加 え て ，交 互 作 用 項 の 歯 数 ＊ 経 過 年 数  ( B = 0 . 0 0 9 ，p = 0 . 0 1 0 )  ，

が 有 意 な 説 明 変 数 と な っ た ． 残 存 歯 数 ， 歯 周 ポ ケ ッ ト 4 ㎜
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以 上 の 歯 数 ， B M I， G D S 5 ， C R P ， 脳 卒 中 既 往 ， 高 血 圧 ， 糖

尿 病 ， 脂 質 異 常 症 ， 同 居 状 況 ， 外 出 頻 度 ， 交 流 回 数 ， 遺 伝

素 因 は ， 有 意 な 説 明 変 数 と な ら な か っ た ． す な わ ち ， 男 性

よ り 女 性 で ，8 0 歳 群 よ り 7 0 歳 群 で ，咬 合 力 が 大 き い 者 ほ ど ，

握 力 が 大 き い 者 ほ ど ，歩 行 が 速 い も の ほ ど ，経 済 状 況 に ゆ

と り の な い 者 よ り ，ゆ と り の あ る 者 で ，認 知 機 能 が 高 い 結

果 と な っ た ． さ ら に ， そ れ ら の 変 数 と は 独 立 し て ， 残 存 歯

数 は 認 知 機 能 低 下 に 関 連 す る こ と が 明 ら か と な っ た ．  

 

4 .  2 .  咬 合 力 モ デ ル  

 咬 合 力 モ デ ル の 説 明 変 数 の う ち ， 性 別  ( B = 1 . 2 6 1 ，

p < 0 . 0 0 1 )  ，年 齢  ( B = - 1 . 5 9 3 ，p < 0 . 0 0 1 )  ，教 育 年 数  ( B = 0 . 1 3 2 ，

p < 0 . 0 0 1 )  ， 経 過 年 数  ( B = - 0 . 3 2 7 ， p < 0 . 0 0 1 )  ， 最 大 咬 合 力  

( B = 0 . 1 0 8 ,  p = 0 . 0 0 9 )  ， 握 力  ( B = 0 . 0 7 9 ， p < 0 . 0 0 1 )  ， 歩 行 速

度  ( B = 1 . 8 0 8 ，p < 0 . 0 0 1 )  ，経 済 状 況  ゆ と り あ り  ( B = 1 . 0 0 1 ，

p = 0 . 0 0 1 )  に 加 え て ， 交 互 作 用 項 の 最 大 咬 合 力 ＊ 経 過 年 数  

( B = 0 . 0 2 0 ， p = 0 . 0 4 0 )  ，が 有 意 な 説 明 変 数 と な っ た ． 残 存 歯

数 ， 歯 周 ポ ケ ッ ト 4 ㎜ 以 上 の 歯 数 ， B M I， G D S 5 ， C R P ， 脳

卒 中 既 往 ， 高 血 圧 ， 糖 尿 病 ， 脂 質 異 常 症 ， 同 居 状 況 ， 外 出

頻 度 ， 交 流 回 数 ， 遺 伝 素 因 は ， 有 意 な 説 明 変 数 と な ら な か

っ た ． す な わ ち ， 男 性 よ り 女 性 で ， 8 0 歳 群 よ り 7 0 歳 群 で ，

咬 合 力 が 大 き い 者 ほ ど ，握 力 が 大 き い 者 ほ ど ，歩 行 速 度 が
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速 い 者 ほ ど ，経 済 状 況 に ゆ と り の な い 者 よ り ，ゆ と り の あ

る 者 で ， 認 知 機 能 が 高 い 結 果 と な っ た ． さ ら に ， そ れ ら の

変 数 と は 独 立 し て ，咬 合 力 は 認 知 機 能 低 下 に 関 連 す る こ と

が 明 ら か と な っ た ．   
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【 考 察 】  

1 .  分 析 対 象 者 に つ い て  

本 研 究 で は ，対 象 地 域 の 住 民 基 本 台 帳 に 登 録 さ れ て い る

ベ ー ス ラ イ ン 時 6 9 - 7 1 歳 ， 7 9 - 8 1 歳 の 者 ， 全 て に 調 査 依 頼 書

の 手 紙 を 送 り ，調 査 参 加 に 同 意 が 得 ら れ た 者 の う ち ，本 研

究 の 調 査 項 目 全 て を 終 了 す る こ と が で き た 者 を 解 析 対 象

者 と し た ．し た が っ て ，選 択 バ イ ア ス が 生 じ て い る 可 能 性

が あ る た め ，分 析 Ⅰ に お い て ，解 析 対 象 者 と 解 析 除 外 者 を

本 研 究 対 象 者 と の 比 較 を 行 っ た ．ほ ぼ す べ て の 変 数 に お い

て ， 数 値 ・ 割 合 と も に 同 程 度 で あ っ た ． し か し な が ら ，

M o C A - J や 残 存 歯 数 な ど の 一 部 の 変 数 に お い て ， 解 析 対 象

者 が 良 好 な 結 果 を 示 す 傾 向 に あ っ た ．そ こ で ，過 去 の 論 文

に お け る 同 年 代 の 高 齢 者 と い く つ か の 要 素 に つ い て 比 較

し た ．  

本 研 究 の 解 析 対 象 者 の ベ ー ス ラ イ ン 時 の M o C A - J 得 点 の

平 均 は ， 7 0 歳 群 男 性 で は 2 3 . 7 点 ， 7 0 歳 群 女 性 で は 2 4 . 3 点 ，

8 0 歳 群 男 性 で は 2 2 . 4 点 ， 8 0 歳 群 女 性 で は 2 2 . 4 点 で あ っ た ．

一 方 ， O h a r a ら は ， 6 5 歳 以 上 の 地 域 在 住 高 齢 者 8 9 7 人  (平 均

年 齢 7 3 . 5 ± 5 . 0 歳 )を 調 査 し た 横 断 研 究 で は ， M o C A - J の 平 均

は ， 2 3 . 2 点 で あ っ た と 報 告 し て い る  [ 2 8 ]  ． S u z u k i ら は 6 5

歳 か ら 8 4 歳 の 地 域 在 住 高 齢 者 4 9 6 人  (平 均 年 齢 7 4 . 0 ± 4 . 8 歳 )

を 対 象 と し た 研 究 で ， M o C A - J の 平 均 は 2 3 . 7 ± 3 . 6 点 で あ っ
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た と 報 告 し て い る  [ 2 9 ]  ． ま た ， ア メ リ カ に お け る 研 究 で

は ， 1 8 歳 か ら 8 5 歳 ま で の 地 域 住 民 の M o C A の 平 均 値 は 2 3 . 4

点  [ 3 0 ]  ， ポ ル ト ガ ル に お け る 研 究 で は ， 6 5 歳 以 上 の 地 域

高 齢 者 の M o C A の 平 均 値 は 2 2 . 7 点 と 報 告 さ れ て い る  [ 3 1 ]  ．

こ れ ら の 結 果 と 比 較 し て 本 研 究 の 分 析 対 象 者 は ，近 似 し た

得 点 と な っ て い る ．  

本 研 究 対 象 者 の 平 均 残 存 歯 数 は ， 7 0 歳 群 で は 2 1 . 4 本 ， 8 0

歳 群 で は 1 5 . 8 本 で あ っ た の に 対 し ， 平 成 2 8 年 歯 科 疾 患 実 態

調 査 の 6 5 - 6 9 歳 ， 7 0 - 7 4 歳 ， 7 5 - 7 9 歳 ， 8 0 - 8 4 歳 に お け る 平 均

残 存 歯 数 は ，そ れ ぞ れ 2 1 . 6 本 ， 1 9 . 7 本 ， 1 8 . 0 本 ， 1 5 . 3 本 で あ

っ た  [ 3 2 ]  ． こ れ ら の 結 果 と 比 較 し て ， 本 研 究 の 分 析 対 象

は ， 近 似 し た 残 存 歯 数 と な っ て い る ．  

ま た ， 本 研 究 は ， 自 立 し た 生 活 を 送 っ て い る 者 が 多 く ，

決 め ら れ た 日 時 に ，調 査 会 場 へ 自 力 で 出 向 く こ と が 可 能 で

あ っ た 者 を 対 象 と し て い る こ と か ら ，同 年 代 の 高 齢 者 と 比

べ ，健 康 的 な 者 を 対 象 と し て い る 可 能 性 が あ る こ と を 考 慮

し な け れ ば な ら な い ．   

 

2 .  測 定 項 目 に つ い て  

2 .  1 .  咬 合 力 測 定 に つ い て  

 咬 合 力 の 測 定 法 に は ，ロ ー ド セ ル な ど を 咬 合 さ せ る こ と

に よ っ て 個 歯 咬 合 力 を 測 定 す る も の  [ 3 3 - 3 6 ]  ，歯 列 型 の シ
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ー ト な ど を 用 い て 全 歯 列 の 咬 合 力 を 測 定 す る も の  

[ 3 7 - 4 0 ]  ， 義 歯 に 取 り 付 け た ロ ー ド セ ル な ど を 介 し て 咬 合

時 の 上 下 顎 間 の 圧 力 を 測 定 す る も の  [ 4 1 ]  な ど が あ る ．  

個 歯 咬 合 力 は ，測 定 す る 歯 の 状 態 が 大 き く 影 響 し ，対 象

者 の 歯 列 全 体 の 状 態 を 反 映 し て い る と は 言 え な い ．義 歯 装

着 者 に お い て は ，片 側 咬 合 と な る た め ，義 歯 が 不 安 定 と な

る 可 能 性 が あ る ．一 方 ，今 回 使 用 し た デ ン タ ル プ レ ス ケ ー

ル は ，厚 さ 9 7 μ m と 非 常 に 薄 く ，咬 頭 嵌 合 位 に 近 い 状 態 で 測

定 で き ，全 歯 列 に よ る 最 大 咬 合 力 を 計 測 す る こ と が 可 能 で

あ る ．ま た ，測 定 時 に は シ ー ト 以 外 の 特 殊 な 機 器 は 使 用 せ

ず ，簡 便 で 短 時 間 に 測 定 を 行 う こ と が 可 能 で あ る た め ，多

人 数 の 高 齢 者 を 対 象 と す る 調 査 に 適 し て い る ．加 え て ，正

確 性  [ 4 2 ]  と 再 現 性  [ 4 3 ]  が 高 い こ と も 報 告 さ れ て い る こ

と か ら ，本 研 究 で は デ ン タ ル プ レ ス ケ ー ル を 用 い て 全 歯 列

に よ る 最 大 咬 合 力 を 測 定 し た ．  

 

2 .  2 .  認 知 機 能 の 測 定 に つ い て  

本 研 究 で は ， 認 知 機 能 の 測 定 に 日 本 語 版 M o n t r e a l  

C o g n i t i v e  A s s e s s m e n t  ( M o C A - J )  を 用 い た ． M o C A は カ ナ ダ

の N a s r e d d i n e ら に よ っ て 開 発 さ れ た 個 別 面 接 式 の 認 知 機 能

検 査 で あ る .  課 題 は ， 5 つ の 単 語 を 遅 延 し て 再 生 さ せ る も

の  ( 5 点 )  ，復 唱  ( 2 点 )  ，イ ラ ス ト を 見 て 命 名 さ せ る も の  ( 3
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点 )  ，音 韻 語 想 起 課 題  ( 1 点 )  ，数 字 の 順 唱 と 逆 唱  ( 2 点 )  ，

計 算  ( 3 点 )  ， T r a i l  M a k i n g  T e s t  (図 に 示 さ れ た 数 字 と ひ ら

が な を 交 互 に 結 ぶ )  ( 1 点 )  ， T a r g e t  D e t e c t i o n 課 題  (ラ ン ダ

ム に ア ル フ ァ ベ ッ ト を 読 み 上 げ ，指 示 さ れ た ア ル フ ァ ベ ッ

ト が 現 れ た ら 手 を 叩 か せ る )  ( 1 点 )  ， 立 方 体 の 図 形 模 写  ( 1

点 )  ， 時 計 描 画  ( 3 点 )  ， 類 似 課 題  ( 抽 象 的 概 念 )   ( 2 点 )  ，

見 当 識  ( 6 点 )  で あ る ． 従 来 ， 認 知 機 能 検 査 と し て は

M i n i - M e n t a l  S t a t e  E x a m i n a t i o n  ( M M S E )  [ 4 4 ]  や 改 訂 長 谷 川

式 簡 易 知 能 評 価 ス ケ ー ル  ( H D S - R )  [ 4 5 ]  が 用 い ら れ て き た

が ,  M o C A は ， M M S E や H D S - R と 比 較 し て さ ら に 軽 度 な 認 知

機 能 低 下 の 検 出 を 目 的 と し て 作 成 さ れ て い る ．日 本 語 版 は

F u j i w a r a ら に よ っ て 2 0 1 0 年 に 作 成 さ れ て い る  [ 2 3 ]  ．近 年 ，

多 数 の 言 語 に 翻 訳 さ れ ，世 界 中 で 用 い ら れ て お り ，地 域 住

民 を 対 象 と し た 使 用 に も 適 し て い る こ と  [ 4 6 ] ,  認 知 機 能

の 継 時 的 変 化 を 評 価 に も 適 し て い る こ と が 示 さ れ て い る  

[ 4 7 ] ．  

M o C A - J は ， 元 来 3 0 点 満 点 中 の 2 5 / 2 6 点 を カ ッ ト オ フ 値 と

し て 軽 度 認 知 機 能 低 下 を 検 出 す る も の で あ っ た が  [ 2 3 ]  ，

R o s s e t t i ら は ，地 域 住 民 を 対 象 に し た 研 究 に お い て ， M o C A

の 2 5 / 2 6 点 の カ ッ ト オ フ 値 を 適 応 し た 場 合 ，6 6 % が 軽 度 認 知

機 能 低 下 と 判 定 さ れ て し ま う と 報 告 し て い る  [ 3 0 ]  ． 本 研

究 に お い て も ， 2 5 / 2 6 点 の カ ッ ト オ フ 値 を 適 応 し た 場 合 ，
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7 0 歳 男 性 の 7 0 . 2 % ， 同 女 性 の 6 2 . 9 % ， 8 0 歳 男 性 の 8 0 . 0 % ， 同

女 性 の 7 7 . 7 %が 軽 度 認 知 機 能 低 下 と 判 定 さ れ る ． R o s s e t t i

ら は ，前 述 の 文 献 に お い て カ ッ ト オ フ 値 に 疑 問 を 投 じ て お

り ，未 だ に カ ッ ト オ フ 値 に つ い て の コ ン セ ン サ ス は 得 ら れ

て い な い と い え る ．そ の た め ，本 研 究 に お い て も ，M o C A - J

得 点 を 素 点 の ま ま ， 連 続 変 数 と し て 扱 っ た ．  

 

2 .  3 .  歯 周 組 織 の 評 価 に つ い て  

一 般 に 大 規 模 調 査 に お け る 歯 周 組 織 の 評 価 法 と し て ，

C o m m u n i t y  P e r i o d o n t a l  I n d e x  [ 2 8 ]  が 用 い ら れ る が ，一 般 的

に ，評 価 す る 歯 が 特 定 さ れ て お り ，高 齢 者 を 対 象 と し た 研

究 に お い て は ，該 当 歯 が 欠 損 し て い る 場 合 が あ る た め 適 切

で は な い と 考 え ら れ る ． 本 研 究 で は ， 歯 周 組 織 の 評 価 は ，

歯 周 ポ ケ ッ ト 深 さ が 4 ㎜ 以 上 の 歯 の 本 数 を 用 い た ．   

 

3 .  認 知 機 能 と の 関 連 に つ い て  

3 .  1 .  認 知 機 能 と 性 別 ， 年 齢 ， 経 過 年 数 に つ い て  

 性 別 に つ い て ，  F r e i t a s ら は M o C A 得 点 と 有 意 な 関 連 は み

ら れ な か っ た と 報 告 し て い る  [ 3 1 ]  が ， そ の 一 方 で ，

R o b e r t s ら は ，男 性 の 方 が 女 性 と 比 較 し て 認 知 機 能 低 下 の リ

ス ク が 高 い と 報 告 し て い る  [ 4 8 ]  ． 本 研 究 に お い て も ， 男

性 と 比 較 し て ， 女 性 の 方 が ， 認 知 機 能 が 高 く ， 本 研 究 の 結
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果 と は 矛 盾 し な い と 考 え ら れ る ．  

ま た ， 本 研 究 の 対 象 者 は ， 8 0 歳 群 よ り 7 0 歳 群 の 方 が ， 認

知 機 能 が 高 く ，年 数 が 経 過 す る ほ ど 低 く な る こ と を 示 し た ．

こ れ は 高 齢 に な る ほ ど M o C A 得 点 が 低 く ， す な わ ち ， 認 知

機 能 が 年 齢 と と も に 低 下 す る と い う 過 去 の 報 告 と 一 致 し

て い る  [ 3 1 ,  4 6 ]  ．  

 

3 .  2 .  認 知 機 能 と 口 腔 因 子 と の 関 連 に つ い て  

分 析 Ⅲ よ り ，認 知 機 能 と 口 腔 因 子 と の 関 連 を 検 討 し た 結

果 ，残 存 歯 数 が 多 い ほ ど ，最 大 咬 合 力 が 大 き い ほ ど 認 知 機

能 が 高 く な る こ と が 示 さ れ た ．さ ら に ，残 存 歯 数 が 多 い ほ

ど ， 最 大 咬 合 力 は 大 き い ほ ど 3 年 間 で の 認 知 機 能 低 下 が 抑

制 さ れ る こ と が 示 さ れ た ． た だ し ， 分 析 Ⅲ で は ， 性 別 ， 年

齢 ，教 育 年 数 ，経 過 年 数 と い っ た 認 知 機 能 と の 関 連 を 検 討

す る 際 に ，最 低 限 考 慮 す べ き 交 絡 因 子 の み を 調 整 変 数 と し

て 投 入 し た ． そ こ で ， 分 析 Ⅳ で は ， 過 去 の 報 告 で 認 知 機 能

と 関 連 す る と さ れ る 因 子 を 網 羅 的 に 投 入 し ，検 討 を 行 っ た ．

し か し な が ら ，残 存 歯 数 と 経 過 年 数 の 交 互 作 用 項 と 最 大 咬

合 力 と 経 過 年 数 の 交 互 作 用 項 は ， 相 関 係 数 が 高 い た め  ( r s

＝ 0 . 9 2 )  ， 多 重 共 線 性 を 考 慮 し ， 同 時 に 投 入 せ ず ， 残 存 歯

数 ，最 大 咬 合 力 の 経 過 年 数 と の 交 互 作 用 項 を ，そ れ ぞ れ 別

の モ デ ル に て 分 析 を 行 っ た ． そ の 結 果 ， 性 別 ， 年 齢 ， 経 過
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年 数 ， 握 力 ， 歩 行 速 度 ， 経 済 状 況 に 加 え て ， 最 大 咬 合 力 ，

さ ら に 残 存 歯 数 ，な ら び に 最 大 咬 合 力 と 経 過 年 数 と の 交 互

作 用 項 が 有 意 な 変 数 と な っ た ．本 研 究 に お い て ，天 然 歯 の

数 と ブ リ ッ ジ の ポ ン テ ッ ク な ら び に 義 歯 の 人 工 歯 な ど の

補 綴 歯 数 の 合 計 の 中 央 値 は 2 8 . 0 本 で あ っ た ． 機 能 歯 数 が 2 0

本 未 満 の 者 は 5 %未 満  ( n = 1 8 )  で あ り ，義 歯 の 有 無 で の 認 知

機 能 低 下 と の 関 連 を 検 討 す る こ と は で き な か っ た ． 一 方 ，

本 研 究 で は ，咬 合 力 の 測 定 は 義 歯 を 装 着 し た 状 態 で 行 っ て

お り ，咬 合 力 は 義 歯 の 状 態 を 反 映 で き て い る と 考 え ら れ る ．

実 際 ，過 去 の 研 究 よ り ，義 歯 の 装 着 に よ り 咬 合 力 が 高 く な

る こ と  [ 4 9 ]  ， ま た 適 切 な 義 歯 の 製 作 は ， 咬 合 力 を 向 上 さ

せ る こ と が 報 告 さ れ て い る [ 5 0 ]  ．し た が っ て ，補 綴 治 療 は

口 腔 機 能 を 回 復 す る こ と で 認 知 機 能 低 下 の 抑 制 に 寄 与 し

て い る こ と が 示 唆 さ れ た ．  

 L i ら は ， 1 3 年 間 の 縦 断 研 究 に お い て ， 歯 数 は 認 知 機 能 に

関 連 し ，歯 の 喪 失 が 少 な い 者 は 認 知 機 能 低 下 が 緩 や か で あ

る こ と を 示 し た  [ 1 8 ]  ． 当 該 研 究 と 本 研 究 の 結 果 は 一 致 し

て お り ，ま た ，補 綴 の 状 況 に つ い て は 言 及 さ れ て い な い が ，

一 般 に ，多 数 歯 欠 損 の 者 は 咀 嚼 機 能 が 低 下 す る た め ，本 研

究 の 結 果 が 示 す ， 咬 合 力 と 認 知 機 能 低 下 の 関 係 は ， L i ら の

報 告 と 矛 盾 し な い と 考 え ら れ る ．  

過 去 の 報 告 で は ，口 腔 と 認 知 機 能 と の 関 連 に つ い て ，  3
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つ の メ カ ニ ズ ム が 推 察 さ れ て い る ．  

ま ず ，一 つ 目 が ，歯 周 疾 患 の 存 在 で あ る ．過 去 の 研 究 で ，

歯 周 疾 患 は ，局 所 に お け る 感 染 症 で あ り ， 血 液 中 の 炎 症 性

サ イ ト カ イ ン 濃 度 や ，  血 清 C R P 定 量 と 関 連 し て る と 報 告

さ れ て い る  [ 5 1 ]  ． ま た ， 局 所 の 感 染 反 応 が ア ル ツ ハ イ マ

ー 病  [ 5 2 ]  や 軽 度 認 知 機 能 低 下  [ 5 3 ]  に 関 連 す る と 報 告 さ

れ て い る ．こ の こ と か ら ，歯 周 疾 患 が ア ル ツ ハ イ マ ー 病 の

発 症 と 関 連 し て い る の で は な い か と 推 察 さ れ て い る [ 5 4 ]  ．

し か し な が ら ， 本 研 究 に お い て ， 歯 周 ポ ケ ッ ト 深 さ 4 ㎜ 以

上 の 歯 数 は 認 知 機 能 ・ 認 知 機 能 低 下 に 関 連 を 認 め な っ た ．

こ の 理 由 と し て は ，歯 周 疾 患 が ，全 身 の 炎 症 に 与 え る 影 響

が 小 さ い 可 能 性 ，歯 周 ポ ケ ッ ト 深 さ が 炎 症 の 強 さ と の 関 連

が 少 な い 可 能 性 が 考 え ら れ る ．実 際 ，本 研 究 で の 歯 周 ポ ケ

ッ ト 深 さ が 4 ㎜ 以 上 の 歯 数 と 血 清 C R P 定 量 は 有 意 な 関 連 を

示 さ な か っ た  ( r s = - 0 . 0 2 1 ,  p = 0 . 4 9 1 )  ．  

二 つ 目 は ，歯 根 膜 感 覚 の 減 少 や 口 腔 機 能 低 下 に よ る 遠 心

性 の 感 覚 刺 激 低 下 が 考 え ら れ る ．動 物 実 験 に お い て ，臼 歯

の 歯 冠 切 除 や 抜 去 を 行 っ た マ ウ ス は ，大 脳 皮 質 の コ リ ン 性

神 経 が 機 能 低 下 す る  [ 5 5 ]  ，錐 体 細 胞 数 が 減 少 す る  [ 5 6 ]  ，

海 馬 の 神 経 細 胞 が 減 少 す る  [ 1 4 ]  と い う 報 告 が あ る ． こ れ

は ，咀 嚼 困 難 や 歯 数 の 減 少 が 脳 の 機 能 低 下 に 関 連 し て い る

こ と を 示 唆 し て い る ．い く つ か の 報 告 は ，受 容 器 か ら の 求
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心 性 入 力 の 減 少 が 中 枢 神 経 系 の シ ナ プ ス 密 度 に 影 響 す る

こ と を 示 し て い る  [ 5 5 - 6 7 ]  ．  

三 つ 目 は ， 口 腔 機 能 低 下 に よ る 栄 養 摂 取 の 変 化 で あ る ．

I n o m a t a ら は ， 日 本 の 地 域 高 齢 者 に お い て ， 咬 合 力 が 低 い

者 は ， ビ タ ミ ン A ， ビ タ ミ ン C ， ビ タ ミ ン B 6 ， 葉 酸 ， 食 物

繊 維 の 摂 取 量 が 少 な い 傾 向 に あ っ た と 報 告 し て い る  [ 5 8 ]  ．

必 須 ア ミ ノ 酸 の 一 つ で あ る メ チ オ ニ ン の 中 間 代 謝 物 の ホ

モ シ ス テ イ ン は ，認 知 機 能 低 下 の リ ス ク 因 子 で あ る と 報 告

さ れ て い る [ 5 9 ]  ．そ の 代 謝 に は ，葉 酸 ，ビ タ ミ ン B 6 ，ビ タ

ミ ン B 1 2 な ど の 栄 養 素 が 関 与 し て お り ，こ れ ら の 栄 養 素 が ，

認 知 機 能 低 下 を 妨 げ る こ と が 報 告 さ れ て い る [ 6 0 ]  ．さ ら に ，

ビ タ ミ ン C な ど の 抗 酸 化 物 質 が ， ア ル ツ ハ イ マ ー 型 認 知 症

の 原 因 物 質 で あ る ア ミ ロ イ ド β 蛋 白 を 減 少 さ せ る た め ，抗

酸 化 物 質 の 摂 取 が ，ア ル ツ ハ イ マ ー 型 認 知 症 の リ ス ク を 低

下 さ せ る と の 報 告 が み ら れ る  [ 6 1 ]  ． ま た ， 過 去 の 報 告 に

お い て ， ω - 3 脂 肪 酸 の 摂 取 は ， 認 知 機 能 を 維 持 す る う え で

保 護 的 役 割 を 有 す る こ と を 示 唆 し て い る  [ 6 2 ]  ．  

こ れ ら の こ と か ら ，本 研 究 の 対 象 者 に お い て も ，咬 合 力

が 間 接 的 に 示 し て い る 咀 嚼 機 能 が ，栄 養 摂 取 を 介 し て 認 知

機 能 に 影 響 し て い る 可 能 性 が あ る ．   

 

3 .  3 .  認 知 機 能 と 運 動 機 能 と の 関 連 に つ い て  
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数 多 く の 研 究 に お い て ，握 力 や 歩 行 速 度 な ど の 運 動 機 能

と 認 知 機 能・認 知 機 能 低 下 の 関 連 に つ い て 報 告 さ れ て い る  

[ 6 3 ,  6 4 ]  ．本 研 究 の 分 析 対 象 者 に お い て も ，握 力 が 弱 い 者 ，

歩 行 速 度 が 遅 い 者 は ，認 知 機 能 が 低 く ，過 去 の 報 告 と 一 致

す る ．   

 

3 .  4 .  認 知 機 能 と う つ と の 関 連 に つ い て  

T u r n e r ら は ， 抑 う つ 状 態 は 認 知 機 能 低 下 に 関 連 す る こ と

を 報 告 し て い る  [ 9 ]  ．本 研 究 で は ，分 析 Ⅱ に お い て う つ 傾

向 と 認 知 機 能 に 有 意 な 関 連 を 認 め た も の の ， 分 析 Ⅳ で は ，

関 連 は 認 め な か っ た ． B r a i l e a n ら は ， 認 知 機 能 は う つ 状 態

に 関 連 す る が ，う つ 状 態 が 認 知 機 能 に 影 響 す る こ と に は 否

定 的 で あ る ．こ れ は ，認 知 症 の 神 経 変 性 が う つ 状 態 に 関 連

す る た め で あ り ，う つ 状 態 が 認 知 機 能 低 下 の 予 測 因 子 に な

る こ と は 考 え に く い と 結 論 付 け て い る  [ 6 5 ]  ．  

 

3 .  5 .  認 知 機 能 と B M Iと の 関 連 に つ い て  

本 研 究 で は ， 認 知 機 能 に B M Iは 有 意 な 関 連 は 認 め ら れ な

か っ た ．体 格 と 認 知 機 能 と の 関 連 は 様 々 な 議 論 が な さ れ て

い る ．G u s t a f s o n ら は ，肥 満 は 認 知 症 の 発 症 と 関 連 が あ る と

報 告 し て い る  [ 6 6 ]  ．一 方 ， A t t i ら は ， B M I評 価 に よ る 肥 満

は 認 知 機 能 に 関 連 を 認 め な か っ た こ と を 報 告 し て い る  
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[ 6 7 ]  ． さ ら に ， C r o n k ら は ， B M I が 低 い こ と が 認 知 機 能 低

下 の リ ス ク で あ る と 報 告 し て い る  [ 6 8 ]  ．   

 

3 .  6 .  認 知 機 能 と 血 清 C R P 定 量 と の 関 連 に つ い て  

 R a v a g l i a ら は ， 血 清 C R P 定 量 の 増 加 は 認 知 機 能 障 害 リ ス

ク が 増 加 す る こ と を 報 告 し て い る  [ 6 9 ]  ． し か し ， 本 研 究

に お い て ， 分 析 Ⅱ で は ， 血 清 C R P 定 量 は 認 知 機 能 に 有 意 な

関 連 を 認 め た も の の ，分 析 Ⅳ に お い て は ，有 意 な 関 連 を 認

め な か っ た ． Y a n gら は ， 血 清 C R P 定 量 は 認 知 機 能 に 弱 い 関

連 を 認 め る が ，論 文 報 告 は 少 な く ，知 見 を 一 般 化 す る こ と

に は 注 意 が 必 要 で あ る と 結 論 付 け て い る  [ 1 0 ]  ．  

 

3 .  7 .  認 知 機 能 と 全 身 疾 患 と の 関 連 に つ い て  

ⅰ )  脳 卒 中 の 既 往 と 認 知 機 能 と の 関 連  

過 去 の 報 告 で は ，脳 卒 中 の 発 症 後 で 認 知 機 能 障 害 が 起 こ

り や す い  [ 7 0 ]  と さ れ て い た が ， 本 研 究 に お い て ， 脳 卒 中

の 既 往 の 有 無 に よ っ て ，認 知 機 能 に 有 意 な 関 連 は 認 め ら れ

な か っ た ．本 研 究 に お け る 対 象 者 は ，会 場 調 査 に 参 加 で き

る 比 較 的 健 康 な 地 域 高 齢 者 で あ り ，脳 卒 中 の 既 往 が あ る 者

の 割 合 が ，4 . 0 % と 小 さ か っ た こ と が 関 係 し て い る と 考 え ら

れ る ． ま た ， 既 往 の あ る 者 も ， 比 較 的 軽 症 な 者 で あ っ た 可

能 性 が あ る ．  
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ⅱ )  高 血 圧 の 罹 患 と 認 知 機 能 と の 関 連  

過 去 の 研 究 に お い て ，6 0 歳 未 満 で の 収 縮 期 血 圧 の 上 昇 に

よ る 高 血 圧 治 療 薬 の 使 用 は ，ア ル ツ マ イ マ ー 型 認 知 症 の 発

症 に 関 連 を 示 し た が ， 6 0 歳 以 上 で は ，収 縮 期 血 圧 は 認 知 症

罹 患 と 逆 相 関 を 示 し た  [ 7 1 ]  ． F o r e t t e ら は ， 高 血 圧 は 治 療

を 受 け る こ と で 認 知 症 の リ ス ク が 低 下 す る と の 報 告 も あ

る  [ 7 2 ]  ． 本 研 究 の 高 血 圧 罹 患 は ， 分 析 Ⅱ で は ， 認 知 機 能

に 有 意 な 関 連 を 認 め た も の の ，分 析 Ⅳ に お い て は ，有 意 な

関 連 を 認 め な か っ た ．本 研 究 の 高 血 圧 罹 患 群 に は ，治 療 薬

服 用 者 も 多 い た め ，認 知 機 能 と 高 血 圧 罹 患 の 関 係 に 有 意 な

関 連 が 認 め ら れ な か っ た の で は な い か と 推 察 さ れ る ．  

 

ⅲ )  糖 尿 病 の 罹 患 と 認 知 機 能 と の 関 連  

本 研 究 に お い て ，糖 尿 病 罹 患 の 有 無 に よ っ て 認 知 機 能 に

有 意 な 関 連 を 認 め な か っ た ． ア メ リ カ 国 立 衛 生 研 究 所 は ，

糖 尿 病 は 認 知 症 発 症 リ ス ク を 増 加 さ せ る と 報 告 し て い る  

[ 7 3 ]  ．本 研 究 に お け る 糖 尿 病 罹 群 に は 治 療 薬 服 用 者 も 含 ま

れ て お り ，病 態 が ，軽 度 も し く は 薬 剤 に よ っ て コ ン ト ロ ー

ル さ れ て い る た め に ，認 知 機 能 へ の 影 響 が 少 な か っ た 可 能

性 が あ る ．  
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ⅳ )  脂 質 異 常 症 の 罹 患 と 認 知 機 能 と の 関 連  

本 研 究 に お い て ，脂 質 異 常 症 罹 患 者 と 認 知 機 能 に 有 意 な

関 連 を 認 め な か っ た ． A n s t e yら は ， 血 中 の 血 清 総 コ レ ス テ

ロ ー ル の 高 い 者 は ， 認 知 機 能 低 下 に 関 連 す る が ,  H D Lコ レ

ス テ ロ ー ル や 中 性 脂 肪 と は 関 連 を 認 め な か っ た と 報 告 し

て い る  [ 7 4 ]  ．ま た ，高 脂 血 症 の 治 療 薬 で あ る ス タ チ ン が ，

認 知 機 能 低 下 を 抑 制 し 遅 延 さ せ る 効 果 が あ る と 報 告 さ れ

て お り  [ 7 5 ]  ， 脂 質 異 常 症 罹 患 群 に は 治 療 薬 服 用 者 も 多 い

た め ，認 知 機 能 と 脂 質 異 常 症 罹 患 の 関 係 に 有 意 な 関 連 を 認

め な か っ た の で は な い か と 推 察 さ れ る ．  

 

3 .  8 .  認 知 機 能 と 遺 伝 素 因 と の 関 連 に つ い て  

過 去 の 報 告 で は ，A P O E 4 は ア ル ツ ハ イ マ ー 型 認 知 症 の 原

因 と さ れ る ア ミ ロ イ ド β 蛋 白 分 解 に 関 与 し ，A P O E 4 保 因 者

は ア ル ツ ハ イ マ ー 型 認 知 症 リ ス ク が 高 い と さ れ て い る

[ 7 6 ]  ．  

本 研 究 の 結 果 に お い て ， こ の 遺 伝 素 因 は ,  認 知 機 能 に 有

意 な 関 連 を 示 さ な か っ た ． こ れ は ， 本 研 究 の 対 象 者 に ，

A P O E 4 の 効 果 に よ る ア ミ ロ イ ド β 蛋 白 の 代 謝 低 下 に よ る

蓄 積 が ，認 知 機 能 低 下 を 及 ぼ す ほ ど の 量 に 至 っ て い な い 可

能 性 が あ る ．  
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3 .  9 .  認 知 機 能 と 飲 酒 ・ 喫 煙 習 慣 と の 関 連 に つ い て  

本 研 究 で は ，飲 酒 習 慣 の 違 い と 認 知 機 能 に は 有 意 な 関 連

は み ら れ な か っ た ． B o n d ら は ，適 度 な 飲 酒 は ，認 知 機 能 に

有 益 で あ る と 報 告 し て い る  [ 7 7 ]  ． し か し ， K a l a p a t a p u ら

は ，様 々 な 飲 酒 パ タ ー ン と 認 知 機 能 と の 関 連 を 検 討 し た が ，

飲 酒 習 慣 と 認 知 機 能 と の 関 連 は 認 め な か っ た  [ 7 8 ]  ．P a n z a

ら は ，軽 度 か ら 中 等 度 の ア ル コ ー ル 消 費 は 、認 知 症 全 般 お

よ び ア ル ツ ハ イ マ ー 型 認 知 症 発 症 リ ス ク の 低 下 と 関 連 し

て い る 可 能 性 が あ る が ，血 管 性 認 知 症 、認 知 低 下 の 予 防 効

果 は 明 確 で は な い と 報 告 し て い る  [ 7 9 ]  ． ア ル コ ー ル の 認

知 症 へ の 予 防 効 果 は 限 定 的 な 条 件 下 で 効 果 が あ る 可 能 性

を 示 し て い る ．   

ま た ，喫 煙 習 慣 と 認 知 機 能 に は 有 意 な 関 連 は 認 め ら れ な

か っ た ．過 去 の 縦 断 研 究 に お い て ，喫 煙 が 認 知 症 の リ ス ク

を 増 加 さ せ る と す る 報 告 が あ る  [ 8 0 ]  ． 一 方 で ， 喫 煙 と 認

知 機 能 に 関 連 が な い と す る 報 告 も あ る  [ 8 1 ]  ． 喫 煙 習 慣 に

は 認 知 機 能 に 直 接 的 な 影 響 が な い 可 能 性 が あ る ．  

 

3 .  1 0 .  認 知 機 能 と 経 済 状 況 と の 関 連 に つ い て  

Z e k i ら の 中 年 期 を 対 象 と し た 研 究 に お い て ， 2 0 年 間 以 上

に わ た る 低 所 得 は ，若 年 層 に お け る 認 知 機 能 低 下 を 認 め た

と 報 告 し て い る  [ 8 2 ]  ． 本 研 究 に お い て も ， 認 知 機 能 と 経
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済 状 況 と の 関 連 を 認 め ， 過 去 の 報 告 と 一 致 し て い る ．  

 

3 .  1 1 .  認 知 機 能 と 同 居 ， 外 出 頻 度 ， 交 流 回 数 に つ い て  

T s u t s u m i m o t o ら は ， 外 出 頻 度 が 少 な く ， 他 者 と の 交 流 が

少 な い 社 会 的 フ レ イ ル は ，認 知 機 能 に 影 響 す る こ と を 報 告

し て い る  [ 8 3 ]  ． 本 研 究 に お い て ， 分 析 Ⅱ で は ， 外 出 頻 度

は 認 知 機 能 に 関 連 を 認 め た が ，同 居 状 況 ，交 流 回 数 は 認 知

機 能 と 有 意 な 関 連 を 認 め な か っ た ． ま た ， 分 析 Ⅳ で は ， 外

出 頻 度 ， 同 居 状 況 ， 交 流 回 数 は ， 認 知 機 能 に 有 意 な 関 連 を

認 め な か っ た ．  本 研 究 参 加 者 は ， 調 査 に 参 加 す る 意 欲 の

あ る 者 た ち で あ り ，社 会 的 フ レ イ ル に 陥 っ て い る 者 は 少 な

い 可 能 性 が あ る ．  

 

4 .  本 研 究 の 意 義  

本 研 究 は ， 口 腔 の 状 態  ( 残 存 歯 数 ， 歯 周 ポ ケ ッ ト 深 さ が

4 ㎜ 以 上 の 歯 数 ， 最 大 咬 合 力 )  と 認 知 機 能 と の 関 連 に つ い

て ，比 較 的 健 康 な 地 域 住 民 の 高 齢 者 を 対 象 と し て 検 討 し た

も の で あ る ．本 研 究 の 縦 断 的 分 析 に よ り ，認 知 機 能 と 咬 合

力 と の 間 に 関 連 が 認 め ら れ ，さ ら に ，歯 数 と 咬 合 力 は 高 齢

期 の 認 知 機 能 低 下 に も 関 連 す る こ と が 示 さ れ た ．  

こ れ ま で に 報 告 さ れ て い る ，歯 数 と 認 知 機 能 と の 関 連 に

加 え ，本 研 究 に よ り ，咬 合 力 と 認 知 機 能 の 関 連 が 認 め ら れ
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た こ と に よ り ，歯 の 喪 失 に よ る 歯 根 膜 か ら の 求 心 性 刺 激 の

低 下 に 加 え ，口 腔 機 能 低 下 に よ る 感 覚 刺 激 の 低 下 ，さ ら に

咀 嚼 機 能 低 下 か ら 栄 養 摂 取 状 況 の 変 化 に よ り 認 知 機 能 低

下 に 陥 る 可 能 性 が 示 さ れ た ．  

歯 科 領 域 よ り ，認 知 機 能 低 下 を 予 防 す る た め に は ，歯 を

維 持 す る こ と が ， 重 要 で あ る と 考 え ら れ る ． ま た ， す で に

歯 を 喪 失 し た 高 齢 者 に 対 し て は ，歯 科 治 療 ，特 に 補 綴 治 療

に よ り 咬 合 力 の 回 復 を 図 る こ と で ，認 知 機 能 を 維 持 し ，認

知 機 能 低 下 を 抑 制 で き る 可 能 性 が 示 さ れ た ．   

本 研 究 の 結 果 よ り ，歯 数 ・ 咬 合 力 が 認 知 機 能 低 下 の 予 測

因 子 に な り う る こ と が 示 さ れ ，ま た ，す で に 歯 を 失 っ た 者

で も ，口 腔 機 能 を 改 善 ・ 維 持 す る こ と で 認 知 機 能 低 下 を 抑

制 で き る 可 能 性 が 示 さ れ た ．   

 

【 総 括 な ら び に 結 論 】  

 本 研 究 で は ， 7 0 歳 と 8 0 歳 の 高 齢 者 を 対 象 に ，咬 合 力 と 認

知 機 能 低 下 と の 関 連 に つ い て 検 討 を 行 っ た ．縦 断 デ ー タ を

用 い た 多 変 量 解 析 の 結 果 ， 以 下 の 知 見 が 得 ら れ た ．  

 

1 .  女 性 ， 7 0 歳 の 者 ， 教 育 年 数 が 長 い 者 ， 咬 合 力 の 大 き い

者 ， 握 力 が 大 き い 者 ， 歩 行 が 速 い 者 ， 経 済 状 況 に ゆ と り の

あ る 者 は ， 認 知 機 能 が 高 か っ た ．  
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2 .  歯 数 が 多 い 者 と 咬 合 力 が 大 き い 者 は ， 他 の 認 知 機 能 関

連 因 子 を 調 整 し た う え で も ，認 知 機 能 低 下 が 緩 や か で あ っ

た ．  

 

以 上 の こ と か ら ， 高 齢 者 を 対 象 と し た 3 年 間 の 縦 断 研 究 に

お い て ，歯 数 と 咬 合 力 は ，そ れ ぞ れ 認 知 機 能 低 下 に 関 連 す

る こ と が 明 ら か と な っ た ．  
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皆 様 に 深 く 御 礼 申 し 上 げ ま す ．  
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s t a t e " .  A  p r a c t i c a l  m e t h o d  f o r  g r a d i n g  t h e  c o g n i t i v e  s t a t e  o f  

p a t i e n t s  f o r  t h e  c l i n i c i a n .  J  P s y c h i a t r  R e s  1 9 7 5 ; 1 2 : 1 8 9 - 1 9 8 .  

 

4 5 .  加 藤 伸 司 .  改 訂 長 谷 川 式 簡 易 知 能 評 価 ス ケ ー ル  

( H D S - R )  の 作 成 .  老 年 精 神 医 学 雑 誌  1 9 9 1 ; 2 : 1 3 3 9 - 4 7 .  

 

4 6 .  G l u h m  S ,  G o l d s t e i n  J ,  L o c  K ,  e t  a l .  C o g n i t i v e  

p e r f o r m a n c e  o n  t h e  m i n i - m e n t a l  s t a t e  e x a m i n a t i o n  a n d  t h e  

m o n t r e a l  c o g n i t i v e  a s s e s s m e n t  a c r o s s  t h e  h e a l t h y  a d u l t  

l i f e s p a n .  C o g n  B e h a v  N e u r o l  2 0 1 3 ; 2 6 : 1 - 5 .  

 

4 7 .  鈴 木 宏 幸 ， 安 永 正 志 ， 長 沼  亨 ， 他 ． 認 知 機 能 の 継 時

的 変 化 を 評 価 す る 際 の 日 本 語 版 M o n t r e a l  C o g n i t i v e  

A s s e s s m e n t  ( M o C A - J )の 有 用 性  - M C Iと 軽 度 ア ル ツ ハ イ マ

ー 病 患 者 を 対 象 と し た 縦 断 検 討 -  老 年 精 神 医 学 雑 誌 2 0 1 1 ;  

2 2 : 2 1 1 - 2 1 8 .  

 

4 8 .  R o b e r t s  R O ,  G e d a  Y E ,  K n o p m a n  D S ,  e t  a l .  T h e  i n c i d e n c e  

o f  M C I  d i f f e r s  b y  s u b t y p e  a n d  i s  h i g h e r  i n  m e n :  t h e  M a y o  

C l i n i c  S t u d y  o f  A g i n g .  N e u r o l o g y  2 0 1 2 ; 7 8 : 3 4 2 - 3 5 1 .  
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4 9 .  M i y a u r a  K ,  M o r i t a  M ,  M a t s u k a  Y ,  e t  a l .  R e h a b i l i t a t i o n  

o f  b i t i n g  a b i l i t i e s  i n  p a t i e n t s  w i t h  d i f f e r e n t  t y p e s  o f  d e n t a l  

p r o s t h e s e s .  J  O r a l  R e h a b i l  2 0 0 0 ; 2 7 : 1 0 7 3 - 1 0 7 6 .  

 

5 0 .  M a t s u d a  K ,  I k e b e  K ,  O g a w a  T ,  e t  a l .  I n c r e a s e  o f  

s a l i v a r y  f l o w  r a t e  a l o n g  w i t h  i m p r o v e d  o c c l u s a l  f o r c e  a f t e r  

t h e  r e p l a c e m e n t  o f  c o m p l e t e  d e n t u r e s .  O r a l  S u r g  O r a l  M e d  

O r a l  P a t h o l  O r a l  R a d i o l  E n d o d  2 0 0 9 ; 1 0 8 : 2 1 1 - 2 1 5 .  

 

5 1 .  B r e t z  W A ,  W e y a n t  R J ,  C o r b y  P M ,  e t  a l .  S y s t e m i c  

i n f l a m m a t o r y  m a r k e r s ,  p e r i o d o n t a l  d i s e a s e s ,  a n d  p e r i o d o n t a l  

i n f e c t i o n s  i n  a n  e l d e r l y  p o p u l a t i o n .  J  A m  G e r i a t r  S o c  

2 0 0 5 ; 5 3 : 1 5 3 2 - 1 5 3 7 .  

 

5 2 .  A k i y a m a  H ,  B a r g e r  S ,  B a r n u m  S ,  e t  a l .  I n f l a m m a t i o n  a n d  

A l z h e i m e r ' s  d i s e a s e .  N e u r o b i o l  A g i n g  2 0 0 0 ; 2 1 : 3 8 3 - 4 2 1 .  

 

5 3 .  G a l i m b e r t i  D ,  S c h o o n e n b o o m  N ,  S c h e l t e n s  P ,  e t  a l .  

I n t r a t h e c a l  c h e m o k i n e  s y n t h e s i s  i n  m i l d  c o g n i t i v e  

i m p a i r m e n t  a n d  A l z h e i m e r  d i s e a s e .  A r c  N e u r o l  

2 0 0 6 ; 6 3 : 5 3 8 - 5 4 3 .  
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5 4 .  K a m e r  A R ,  C r a i g  R G ,  D a s a n a y a k e  A P ,  e t  a l .  

I n f l a m m a t i o n  a n d  A l z h e i m e r ' s  d i s e a s e :  P o s s i b l e  r o l e  o f  

p e r i o d o n t a l  d i s e a s e s .  A l z h e i m e r s  D e m e n t  2 0 0 8 ; 4 : 2 4 2 - 2 5 0 .  

 

5 5 .  K a t o  T ,  U s a m i  T ,  N o d a  Y ,  e t  a l .  T h e  e f f e c t  o f  t h e  l o s s  

o f  m o l a r  t e e t h  o n  s p a t i a l  m e m o r y  a n d  a c e t y l c h o l i n e  r e l e a s e  

f r o m  t h e  p a r i e t a l  c o r t e x  i n  a g e d  r a t s .  B e h a v  B r a i n  R e s  

1 9 9 7 ; 8 3 : 2 3 9 - 2 4 2 .  

 

5 6 .  O n o z u k a  M ,  W a t a n a b e  K ,  M i r b o d  S M ,  e t  a l .  R e d u c e d  

m a s t i c a t i o n  s t i m u l a t e s  i m p a i r m e n t  o f  s p a t i a l  m e m o r y  a n d  

d e g e n e r a t i o n  o f  h i p p o c a m p a l  n e u r o n s  i n  a g e d  S A M P 8  m i c e .  

B r a i n  R e s  1 9 9 9 ; 8 2 6 : 1 4 8 - 1 5 3 .  

 

5 7 .  T s u t s u i  K ,  K a k u  M ,  M o t o k a w a  M ,  e t  a l .  I n f l u e n c e s  o f  

r e d u c e d  m a s t i c a t o r y  s e n s o r y  i n p u t  f r o m  s o f t - d i e t  f e e d i n g  

u p o n  s p a t i a l  m e m o r y / l e a r n i n g  a b i l i t y  i n  m i c e .  B i o m e d  R e s  

2 0 0 7 ; 2 8 : 1 - 7 .  

 

5 8 .  I n o m a t a  C ,  I k e b e  K ,  K a g a w a  R ,  e t  a l .  S i g n i f i c a n c e  o f  

o c c l u s a l  f o r c e  f o r  d i e t a r y  f i b r e  a n d  v i t a m i n  i n t a k e s  i n  



61 

 

i n d e p e n d e n t l y  l i v i n g  7 0 - y e a r - o l d  J a p a n e s e :  f r o m  S O N I C  

S t u d y .  J  D e n t  2 0 1 4 ; 4 2 : 5 5 6 - 5 6 4 .  

 

5 9 .  S e s h a d r i  S ,  B e i s e r  A ,  S e l h u b  J ,  e t  a l .  P l a s m a  

h o m o c y s t e i n e  a s  a  r i s k  f a c t o r  f o r  d e m e n t i a  a n d  A l z h e i m e r ' s  

d i s e a s e .  N  E n g l  J  M e d  2 0 0 2 ; 3 4 6 : 4 7 6 - 4 8 3 .  

 

6 0 .  d e  J a g e r  C A ,  O u l h a j  A ,  J a c o b y  R ,  e t  a l .  C o g n i t i v e  a n d  

c l i n i c a l  o u t c o m e s  o f  h o m o c y s t e i n e - l o w e r i n g  B - v i t a m i n  

t r e a t m e n t  i n  m i l d  c o g n i t i v e  i m p a i r m e n t :  a  r a n d o m i z e d  

c o n t r o l l e d  t r i a l .  I n t  J  G e r i a t r  P s y c h i a t r y  2 0 1 2 ; 2 7 : 5 9 2 - 6 0 0 .  

 

6 1 .  E n g e l h a r t  M J ,  G e e r l i n g s  M I ,  R u i t e n b e r g  A , e t  a l .  D i e t a r y  

i n t a k e  o f  a n t i o x i d a n t s  a n d  r i s k  o f  A l z h e i m e r  d i s e a s e .  J A M A  

2 0 0 2 ; 2 8 7 : 3 2 2 3 - 3 2 2 9 .  

 

6 2 .  D a n g o u r  A D ,  A l l e n  E ,  E l b o u r n e  D ,  e t  a l .  F i s h  

c o n s u m p t i o n  a n d  c o g n i t i v e  f u n c t i o n  a m o n g  o l d e r  p e o p l e  i n  

t h e  U K :  b a s e l i n e  d a t a  f r o m  t h e  O P A L  s t u d y .  J  N u t r  H e a l t h  

A g i n g  2 0 0 9 ; 1 3 : 1 9 8 - 2 0 2 .  

 

6 3 .  F r i t z  N E ,  M c C a r t h y  C J ,  A d a m o  D E .  H a n d g r i p  s t r e n g t h  a s  



62 

 

a  m e a n s  o f  m o n i t o r i n g  p r o g r e s s i o n  o f  c o g n i t i v e  d e c l i n e  -  A  

s c o p i n g  r e v i e w .  A g e i n g  R e s  R e v  2 0 1 7 ; 3 5 : 1 1 2 - 1 2 3 .  

 

6 4 .  Q u a n  M ,  X u n  P ,  C h e n  C ,  e t  a l .  W a l k i n g  p a c e  a n d  t h e  

r i s k  o f  c o g n i t i v e  d e c l i n e  a n d  d e m e n t i a  i n  e l d e r l y  

p o p u l a t i o n s :  A  m e t a - a n a l y s i s  o f  p r o s p e c t i v e  c o h o r t  s t u d i e s .  

J  G e r o n t o l  A  B i o l  S c i  M e d  S c i  2 0 1 7 ; 7 2 : 2 6 6 - 2 7 0 .  

 

6 5 .  B r a i l e a n  A ,  A a r t s e n  M J ,  M u n i z - T e r r e r a  G ,  e t  a l .  

L o n g i t u d i n a l  a s s o c i a t i o n s  b e t w e e n  l a t e - l i f e  d e p r e s s i o n  

d i m e n s i o n s  a n d  c o g n i t i v e  f u n c t i o n i n g :  a  c r o s s - d o m a i n  l a t e n t  

g r o w t h  c u r v e  a n a l y s i s .  P s y c h o l  M e d  2 0 1 7 ; 4 7 : 6 9 0 - 7 0 2 .  

 

6 6 .  G u s t a f s o n  D ,  R o t h e n b e r g  E ,  B l e n n o w  K ,  e t  a l .  A n  

1 8 - y e a r  f o l l o w - u p  o f  o v e r w e i g h t  a n d  r i s k  o f  A l z h e i m e r  

d i s e a s e .  A r c h  I n t e r n  M e d  2 0 0 3 ; 1 6 3 : 1 5 2 4 - 1 5 2 8 .  

 

6 7 .  A t t i  A R ,  P a l m e r  K ,  V o l p a t o  S ,  e t  a l .  L a t e - l i f e  b o d y  m a s s  

i n d e x  a n d  d e m e n t i a  i n c i d e n c e :  n i n e - y e a r  f o l l o w - u p  d a t a  

f r o m  t h e  K u n g s h o l m e n  P r o j e c t .  J  A m  G e r i a t r  S o c  

2 0 0 8 ; 5 6 : 1 1 1 - 1 1 6 .  
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6 8 .  C r o n k  B B ,  J o h n s o n  D K ,  B u r n s  J M .  B o d y  m a s s  i n d e x  a n d  

c o g n i t i v e  d e c l i n e  i n  m i l d  c o g n i t i v e  i m p a i r m e n t .  A l z h e i m e r  

D i s  A s s o c  D i s o r d  2 0 1 0 ; 2 4 : 1 2 6 - 1 3 0 .  

 

6 9 .  R a v a g l i a  G ,  F o r t i  P ,  M a i o l i  F ,  e t  a l .  S e r u m  C - r e a c t i v e  

p r o t e i n  a n d  c o g n i t i v e  f u n c t i o n  i n  h e a l t h y  e l d e r l y  I t a l i a n  

c o m m u n i t y  d w e l l e r s .  J  G e r o n t o l  A  B i o l  S c i  M e d  S c i  

2 0 0 5 ; 6 0 : 1 0 1 7 - 1 0 2 1 .  

 

7 0 .  M a k i n  S D ,  T u r p i n  S ,  D e n n i s  M S .  C o g n i t i v e  i m p a i r m e n t  

a f t e r  l a c u n a r  s t r o k e :  s y s t e m a t i c  r e v i e w  a n d  m e t a - a n a l y s i s  o f  

i n c i d e n c e ,  p r e v a l e n c e  a n d  c o m p a r i s o n  w i t h  o t h e r  s t r o k e  

s u b t y p e s .  J  N e u r o l  N e u r o s u r g  P s y c h i a t r y  2 0 1 3 ; 8 4 : 8 9 3 - 9 0 0 .  

 

7 1 .  G a b i n  J M ,  T a m b s  K ,  S a l t v e d t  I ,  e t  a l .  A s s o c i a t i o n  

b e t w e e n  b l o o d  p r e s s u r e  a n d  A l z h e i m e r  d i s e a s e  m e a s u r e d  u p  

t o  2 7  y e a r s  p r i o r  t o  d i a g n o s i s :  t h e  H U N T  S t u d y .  A l z h e i m e r s  

R e s  T h e r  2 0 1 7 ; 9 : 3 7 .  

 

7 2 .  F o r e t t e  F ,  S e u x  M L ,  S t a e s s e n  J A ,  e t  a l .  P r e v e n t i o n  o f  

d e m e n t i a  i n  r a n d o m i s e d  d o u b l e - b l i n d  p l a c e b o - c o n t r o l l e d  

S y s t o l i c  H y p e r t e n s i o n  i n  E u r o p e  ( S y s t - E u r )  t r i a l .  L a n c e t  
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1 9 9 8 ; 3 5 2 : 1 3 4 7 - 1 3 5 1 .  

 

7 3 .  D a v i g l u s  M L ,  B e l l  C C ,  B e r r e t t i n i  W ,  e t  a l .  N a t i o n a l  

i n s t i t u t e s  o f  h e a l t h  s t a t e - o f - t h e - s c i e n c e  c o n f e r e n c e  

s t a t e m e n t :  p r e v e n t i n g  a l z h e i m e r  d i s e a s e  a n d  c o g n i t i v e  

d e c l i n e .  A n n  I n t e r n  M e d  2 0 1 0 ; 1 5 3 : 1 7 6 - 1 8 1 .  

 

7 4 .  A n s t e y  K J ,  A s h b y - M i t c h e l l  K ,  P e t e r s  R .  U p d a t i n g  t h e  

e v i d e n c e  o n  t h e  a s s o c i a t i o n  b e t w e e n  s e r u m  c h o l e s t e r o l  a n d  

r i s k  o f  l a t e - l i f e  d e m e n t i a :  r e v i e w  a n d  m e t a - a n a l y s i s .  J  

A l z h e i m e r s  D i s  2 0 1 7 ; 5 6 : 2 1 5 - 2 2 8 .  

 

7 5 .  S w i g e r  K J ,  M a n a l a c  R J ,  B l u m e n t h a l  R S ,  e t  a l .  S t a t i n s  

a n d  C o g n i t i o n :  A  s y s t e m a t i c  r e v i e w  a n d  m e t a - a n a l y s i s  o f  

s h o r t -  a n d  l o n g - t e r m  c o g n i t i v e  e f f e c t s .  M a y o  C l i n  P r o c  

2 0 1 3 ; 8 8 : 1 2 1 3 - 1 2 2 1 .  

 

7 6 .  C e d a z o - M i n g u e z  A .  A p o l i p o p r o t e i n  E  a n d  A l z h e i m e r ' s  

d i s e a s e :  m o l e c u l a r  m e c h a n i s m s  a n d  t h e r a p e u t i c  

o p p o r t u n i t i e s .  J  C e l l  M o l  M e d  2 0 0 7 ; 1 1 : 1 2 2 7 - 1 2 3 8 .  

 

7 7 .  B o n d  G E ,  B u r r  R ,  M c C u r r y  S M ,  e t  a l .  A l c o h o l ,  g e n d e r ,  
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a n d  c o g n i t i v e  p e r f o r m a n c e  -  A  l o n g i t u d i n a l  s t u d y  c o m p a r i n g  

o l d e r  J a p a n e s e  a n d  n o n - H i s p a n i c  w h i t e  A m e r i c a n s .  J  A g i n g  

H e a l t h  2 0 0 4 ; 1 6 : 6 1 5 - 6 4 0 .  

 

7 8 .  K a l a p a t a p u  R K ,  V e n t u r a  M I ,  B a r n e s  D E .  L i f e t i m e  

a l c o h o l  u s e  a n d  c o g n i t i v e  p e r f o r m a n c e  i n  o l d e r  a d u l t s .  J  

A d d i c t  D i s  2 0 1 7 ; 3 6 : 3 8 - 4 7 .  

 

7 9 .  P a n z a  F ,  F r i s a r d i  V ,  S e r i p a  D ,  e t  a l .  A l c o h o l  

c o n s u m p t i o n  i n  m i l d  c o g n i t i v e  i m p a i r m e n t  a n d  d e m e n t i a :  

h a r m f u l  o r  n e u r o p r o t e c t i v e ?  I n t  J  G e r i a t r  P s y c h i a t r y  

2 0 1 2 ; 2 7 : 1 2 1 8 - 1 2 3 8 .  

 

8 0 .  O t t  A ,  S l o o t e r  A J ,  H o f m a n  A ,  e t  a l .  S m o k i n g  a n d  r i s k  o f  

d e m e n t i a  a n d  A l z h e i m e r ' s  d i s e a s e  i n  a  p o p u l a t i o n - b a s e d  

c o h o r t  s t u d y :  t h e  R o t t e r d a m  S t u d y .  L a n c e t  

1 9 9 8 ; 3 5 1 : 1 8 4 0 - 1 8 4 3 .  

 

8 1 .  P e t e r s  R ,  B e c k e t t  N ,  G e n e v a  M ,  e t  a l .  S o c i o d e m o g r a p h i c  

a n d  l i f e s t y l e  r i s k  f a c t o r s  f o r  i n c i d e n t  d e m e n t i a  a n d  

c o g n i t i v e  d e c l i n e  i n  t h e  H Y V E T .  A g e  A g e i n g  

2 0 0 9 ; 3 8 : 5 2 1 - 5 2 7 .  
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8 2 .  Z e k i  A l  H a z z o u r i  A ,  E l f a s s y  T ,  S i d n e y  S ,  e t  a l .  

S u s t a i n e d  e c o n o m i c  h a r d s h i p  a n d  c o g n i t i v e  f u n c t i o n :  T h e  

c o r o n a r y  a r t e r y  r i s k  d e v e l o p m e n t  i n  y o u n g  a d u l t s  s t u d y .  A m  

J  P r e v  M e d  2 0 1 7 ; 5 2 : 1 - 9 .  

 

8 3 .  T s u t s u m i m o t o  K ,  D o i  T ,  M a k i z a k o  H ,  e t  a l .  A s s o c i a t i o n  

o f  s o c i a l  f r a i l t y  w i t h  b o t h  c o g n i t i v e  a n d  p h y s i c a l  d e f i c i t s  

a m o n g  o l d e r  p e o p l e .  J  A m  M e d  D i r  A s s o c  2 0 1 7 ; 1 8 : 6 0 3 - 6 0 7 .
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図1. 対象者のフローチャート 
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図2. ベースライン時MoCA-J得点の分布 
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図3．追跡調査時MoCA-J得点の分布 
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図4. 残存歯数の分布 
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図5．歯周ポケット深さ4mm以上の歯数の分布 
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図6．咬合力の大きさ分布 
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表1．解析対象者と解析除外者との比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

解析対象者 (860名) 解析除外者 (1113名)

項目 欠損値数 性別 年齢 中央値 (四分位範囲) 欠損値数 *p値

70歳群 24.0 (22.0-26.0) 5 <0.001

80歳群 23.0 (20.0-25.0) 0 0.017

70歳群 24.0 (22.3-27.0) 0 0.007

80歳群 22.5 (20.0-25.0) 7 <0.001

70歳群 25.0 (17.0-27.0) 2 0.070

80歳群 20.0   (7.0-25.0) 2 0.148

70歳群 24.0 (19.0-27.0) 1 0.009

80歳群 16.0   (6.0-23.0) 7 0.919

70歳群 3.0 (0.0-7.0) 2 0.533

80歳群 4.0 (0.0-8.0) 2 0.581

70歳群 2.0 (0.0-5.0) 1 0.587

80歳群 3.0 (0.0-6.0) 7 0.888

70歳群 538 (312-863) 27 0.408

80歳群 310 (158-533) 9 0.989

70歳群 491 (239-736) 17 0.068

80歳群 242 (128-427) 15 0.648

70歳群 23.1 (21.5-24.7) 1 0.736

80歳群 22.6 (20.9-24.2) 2 0.448

70歳群 22.4 (20.4-24.3) 2 0.398

80歳群 22.1 (20.0-24.1) 7 0.285

70歳群 33.0 (29.0-37.5) 8 0.002

80歳群 27.8 (24.0-31.5) 2 0.009

70歳群 19.0 (15.5-22.4) 6 0.953

80歳群 17.3 (14.5-19.8) 3 0.001

握力 (kgf) 19

男性
31.0 (26.8-35.8)

26.8 (22.3-30.5)

女性
19.0 (16.1-22.3)

15.8 (12.8-18.9)

BMI 12

男性
22.9 (21.2-24.8)

22.3 (20.5-24.4)

女性
22.5 (20.5-24.8)

22.4 (20.3-24.8)

残存歯数 (本) 12

男性
23.0 (13.0-27.0)

18.0   (5.0-24.0)

女性
22.0 (15.0-27.0)

17.0   (6.0-24.0)

最大咬合力 (N) 68

男性
531 (293-811)

318 (178-467)

女性
408 (229-639)

240 (108-412)

歯周ポケット深さ
4㎜以上の歯数 (本)

12

男性
3.0 (1.0-8.0)

4.0 (0.0-9.0)

女性
2.0 (0.0-5.0)

2.5 (0.0-6.8)

中央値 (四分位範囲)

MoCA-J (点) 12

男性
23.0 (21.0-25.0)

22.0 (19.0-24.0)

女性
24.0 (21.0-26.0)

21.0 (18.0-24.0)
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表1．続き 

70歳群 0.92 (0.80-1.09) 8 0.696

80歳群 0.93 (0.79-1.04) 6 0.019

70歳群 1.00 (0.85-1.14) 7 0.071

80歳群 0.92 (0.80-1.06) 8 <0.001

70歳群 1.0 (0.0-1.0) 1 0.305

80歳群 1.0 (0.0-2.0) 1 0.313

70歳群 1.0 (0.0-1.0) 2 0.013

80歳群 1.0 (0.0-2.0) 3 0.028

70歳群 12.0 (12.0-16.0) 2 <0.001

80歳群 12.0   (9.0-16.0) 1 0.035

70歳群 12.0 (10.0-12.0) 4 0.117

80歳群 11.0   (9.0-12.0) 3 0.175

70歳群 0.05 (0.02-0.10) 27 0.019

80歳群 0.07 (0.03-0.13) 5 0.630

70歳群 0.05 (0.02-0.10) 32 0.735

80歳群 0.05 (0.02-0.09) 2 0.173

*: Mann-WhitneyのU検定により群間の差について検討した．

血清CRP定量 (mg/dl) 66

男性
0.06 (0.03-0.11)

0.07 (0.03-0.16)

女性
0.05 (0.03-0.10)

0.06 (0.03-0.13)

教育年数 (年) 10

男性
12.0 (9.0-13.0)

11.0 (8.0-14.0)

女性
12.0 (9.0-12.0)

11.0 (8.0-12.0)

GDS (点) 7

男性
1.0 (0.0-1.0)

1.0 (0.0-2.0)

女性
1.0 (0.0-2.0)

1.0 (1.0-2.0)

歩行速度 (m/秒) 29

男性
0.96 (0.81-1.08)

0.87 (0.75-1.01)

女性
0.96 (0.81-1.12)

0.82 (0.71-0.96)
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表2．70歳群男性 解析対象者と解析除外者との比較 
 

解析対象者
860名 (%)

解析除外者

1113名 (%)
欠損値数 *p値

既往あり 7   (3.7) 13   (4.9)

既往なし 184 (96.3) 252 (95.1)

あり 124 (64.9) 177 (63.9)

なし 67 (35.1) 100 (36.1)

あり 30 (15.7) 51 (18.1)

なし 161 (84.3) 231 (81.9)

あり 138 (72.3) 197 (71.4)

なし 53 (27.7) 79 (28.6)

あり 37 (19.4) 65 (26.3)

なし 154 (80.6) 182 (73.7)

あり 102 (53.4) 166 (63.1)

なし 89 (46.6) 97 (36.9)

ゆとりあり 51 (26.7) 57 (19.9)

ふつう 100 (52.4) 152 (53.0)

ゆとりなし 40 (20.9) 78 (27.2)

独居  16   (8.4) 18   (6.3)

家族と同居 175 (91.6) 270 (93.8)

週5回以上 128 (67.0) 177 (61.9)

週3-4回 35 (18.3) 41 (14.3)

週2回以下 28 (14.7) 68 (23.8)

月4回以上 60 (31.4) 90 (31.9)

月1-3回 71 (37.2) 114 (40.4)

月1回未満 60 (31.4) 90 (27.7)

あり 28 (14.7) 31 (14.4)

なし 163 (85.3) 185 (85.6)

喫煙習慣 0.501

高血圧 0.837

糖尿病 0.088

項目

脳卒中 0.523

飲酒習慣 0.820

23

11

6

12

41

外出頻度 0.042

交流回数 0.648

遺伝素因 0.930

脂質異常症 0.038

経済状況 0.123

同居状況 0.375

6

72

25

1

0

2

 
*: カイ二乗検定により群間の分布について検討した． 
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表3．80歳群男性 解析対象者と解析除外者の比較 
 

解析対象者
860名 (%)

解析除外者

1113名 (%)
欠損値数 *p値

既往あり 17   (7.9) 19   (9.1)

既往なし 198 (92.1) 190 (90.9)

あり 120 (55.8) 122 (54.7)

なし 95 (44.2) 101 (45.3)

あり 11   (5.1) 29 (12.7)

なし 204 (94.9) 199 (87.3)

あり 172 (80.0) 194 (80.8)

なし 43 (20.0) 46 (19.2)

あり 36 (16.7) 47 (21.8)

なし 179 (83.3) 169 (78.2)

あり 114 (47.0) 114 (57.4)

なし 101 (53.0) 101 (42.6)

ゆとりあり 53 (24.7) 59 (24.6)

ふつう 126 (58.6) 124 (51.7)

ゆとりなし 36 (26.7) 57 (23.8)

独居 18   (8.4) 16   (6.6)

家族と同居 197 (91.6) 225 (93.4)

週5回以上 117 (54.4) 81 (34.5)

週3-4回 53 (24.7) 37 (33.9)

週2回以下 45 (20.9) 53 (47.3)

月4回以上 75 (32.1) 83 (36.4)

月1-3回 71 (33.0) 78 (34.2)

月1回未満 69 (34.9) 67 (29.4)

あり 24 (11.2) 29 (13.6)

なし 191 (88.8) 185 (86.4)

外出頻度 0.230

交流回数 0.826

遺伝素因 0.452

0

13

27

脂質異常症 0.352

経済状況 0.156

同居状況 0.482

4

1

0

喫煙習慣 0.005

高血圧 0.823

糖尿病 0.187

項目

脳卒中 0.662

飲酒習慣 0.816

32

18

13

1

25

 
*: カイ二乗検定により群間の分布について検討した． 
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表4．70歳群女性 解析対象者と解析除外者の比較 
 

解析対象者

860名 (%)

解析除外者
1113名 (%)

欠損値数 *p値

既往あり 3   (1.3) 5   (1.9)

既往なし 229 (98.7) 259 (98.1)

あり 30 (12.9) 36 (12.9)

なし 202 (87.1) 244 (87.1)

あり 7   (3.0) 7   (2.4)

なし 225 (97.0) 281 (97.6)

あり 132 (56.9) 186 (66.2)

なし 100 (43.1) 95 (33.8)

あり 26 (11.2) 45 (18.8)

なし 206 (88.8) 194 (81.2)

あり 153 (65.9) 181 (69.6)

なし 79 (34.1) 79 (30.4)

ゆとりあり 58 (25.0) 70 (24.6)

ふつう 125 (53.8) 155 (54.4)

ゆとりなし 49 (21.2) 60 (21.1)

独居 46 (19.8) 46 (16.0)

家族と同居 186 (80.2) 242 (84.0)

週5回以上 166 (71.6) 183 (64.0)

週3-4回 45 (19.4) 55 (19.2)

週2回以下 21   (9.1) 48 (16.8)

月4回以上 129 (55.6) 159 (55.8)

月1-3回 76 (32.8) 98 (34.4)

月1回未満 27 (11.6) 28   (9.8)

あり 33 (14.2) 34 (15.1)

なし 199 (85.8) 191 (84.9)

外出頻度 0.033

交流回数 0.780

遺伝素因 0.789

3

4

64

脂質異常症 0.385

経済状況 0.992

同居状況 0.252

29

4

1

喫煙習慣 0.681

高血圧 0.031

糖尿病 0.021

1

2

50

項目

脳卒中 0.596

飲酒習慣 0.980

25

9

 
*: カイ二乗検定により群間の分布について検討した． 
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表5．80歳群女性 解析対象者と解析除外者の比較 
 

解析対象者

860名 (%)

解析除外者

1113名 (%)
欠損値数 *p値

既往あり 4   (1.8) 10   (4.0)

既往なし 218 (98.2) 243 (96.0)

あり 24 (10.8) 26   (9.0)

なし 198 (89.2) 262 (91.0)

あり 2   (0.9) 10   (3.5)

なし 220 (99.1) 277 (96.5)

あり 182 (82.0) 245 (83.9)

なし 40 (18.0) 47 (16.1)

あり 24 (10.8) 47 (17.2)

なし 198 (89.2) 227 (82.8)

あり 148 (66.7) 183 (62.2)

なし 74 (33.3) 111 (37.8)

ゆとりあり 60 (27.0) 58 (19.7)

ふつう 125 (56.3) 179 (60.9)

ゆとりなし 37 (16.7) 57 (19.4)

独居 74 (33.3) 94 (32.0)

家族と同居 148 (66.7) 200 (68.0)

週5回以上 115 (51.8) 93 (31.5)

週3-4回 47 (21.2) 78 (26.4)

週2回以下 60 (27.0) 124 (42.0)

月4回以上 111 (50.0) 148 (51.2)

月1-3回 76 (34.2) 94 (32.5)

月1回未満 35 (15.8) 47 (16.3)

あり 19   (8.6) 41 (14.9)

なし 203 (91.4) 234 (85.1)

喫煙習慣 0.057

高血圧 0.565

糖尿病 0.045

8

3

21

交流回数 0.817

遺伝素因 0.031

0

6

20

脂質異常症 0.300

経済状況 0.141

同居状況 0.744

1

1

1

外出頻度 0.085

7

項目

脳卒中 0.167

飲酒習慣 0.502

38

 
*: カイ二乗検定により群間の分布について検討した． 
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表6．各変数と認知機能との関連の検討 
 

項目 (ｎ=860名) 非標準化係数 95%信頼区間 p値

性別 0.353 (-0.068- 0.774) 0.100

年齢 -2.342 (-2.734--1.950) <0.001

教育年数 0.249 (0.172- 0.327) <0.001

経過年数 -0.240 (-0.305--0.174) <0.001

残存歯数 0.067 (0.044- 0.090) <0.001

歯周ポケット深さ4㎜以上の歯数 -0.008 (-0.048- 0.031) 0.687

最大咬合力 0.247 (0.179- 0.315) <0.001

握力 0.061 (0.036- 0.086) <0.001

歩行速度 3.492 (2.454- 4.530) <0.001

GDS -0.388 (-0.729--0.047) 0.026

BMI -0.028 (-0.093- 0.038) 0.406

血清CRP定量 -0.602 (-1.155--0.048) 0.033

脳卒中 0.677 (-0.569- 1.924) 0.287

飲酒習慣 -0.078 (-0.516- 0.359) 0.726

喫煙習慣 0.078 (-0.921- 1.078) 0.878

高血圧 -0.758 (-1.228--0.287) 0.002

糖尿病 -0.618 (-1.261- 0.025) 0.060

脂質異常症 0.254 (-0.175- 0.682) 0.246

経済状況　ふつう 0.440 (-0.141- 1.022) 0.138

　　　　　ゆとりあり 1.307 (0.661- 1.952) <0.001

同居状況 0.143 (-0.384- 0.670) 0.594

外出頻度　週3-4回 0.698 (-0.005- 1.400) 0.052

　　　　　週5以上 0.759 (0.640- 1.788) <0.001

交流回数　月2-3回 0.324 (-0.254- 0.901) 0.272

　　　　　月4回以上 0.211 (-0.361- 0.783) 0.470

遺伝素因 -0.061 (-0.666- 0.545) 0.845

調査項目ごとにモデルを作成し，分析を行った．  
目的変数：MoCA-J得点 (点) 

説明変数：性別 (男性=0，女性=1)，年齢 (70 歳群=0，80 歳群=1)，教育年数 (年)，経過年

数 (年), 残存歯数 (本)，機能歯数 (本)歯周ポケット深さ 4 ㎜以上の歯数 (本), 最大咬合力 

(100N), BMI (kg/m2), 握力 (kgf)，歩行速度 (m/s)，GDS (点)，血清 CRP 定量 (mg/dl)， 

高血圧 (非罹患群=0，罹患群=1)，糖尿病 (非罹患群=0，罹患群=1)， 

脂質異常症 (非罹患群=0，罹患群=1)，遺伝素因 (なし=0，あり=1)， 

飲酒習慣 (なし=0，あり=1)，喫煙習慣 (なし=0，あり=1)， 

経済状況 (ゆとりなし=0，ふつう=1，ゆとりあり=2)，同居状況 (同居=0，独居=1)， 

外出頻度 (週 2 回以下=0，週 3-4 回=1，週 5 回以上=2)， 

交流回数 (月 1 回未満=0，月 2-3 回=1，月 4 回以上=2)) 
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表7．性別，年齢，教育年数，経過年数を調整したうえでの口腔因子と認知機能との関連の検討 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

＊交互作用項 

目的変数：MoCA-J得点 (点) 

説明変数：性別 (男性=0，女性=1)，年齢 (70歳群=0，80歳群=1)，教育年数 (年)，経過年数 (年), 

Model 1の口腔因子には残存歯数 (本) 

Model 2の口腔因子には歯周ポケット4㎜以上の歯数 (本) 

Model 3の口腔因子には最大咬合力 (100N) 

 

 

 

 

 

項目 (n=860名)

非標準化係数 95%信頼区間 p値 非標準化係数 95%信頼区間 p 値 非標準化係数 95%信頼区間 p 値

性別 0.514 (0.117- 0.912) 0.011 0.509 (0.106- 0.911) 0.013 0.589 (0.195- 0.984) 0.003

年齢 -2.004 (-2.404--1.604) >0.001 -2.144 (-2.539--1.749) >0.001 -1.860 (-2.273--1.448 >0.001

教育年数 0.194 (0.120- 0.268) >0.001 0.206 (0.133- 0.280) >0.001 0.190 (0.117- 0.264) >0.001

経過年数 -0.412 (-0.561--0.262) >0.001 -0.251 (-0.336--0.166) >0.001 -0.327 (-0.434--0.219) >0.001

残存歯数 0.041 (0.017- 0.065) 0.001

残存歯数＊経過年数 0.009 (0.002- 0.016) 0.010

歯周ポケット深さ4㎜以上の歯数 0.004 (-0.037- 0.045) 0.846

歯周ポケット深さ4㎜以上の歯数＊経過年数 0.003 (-0.009- 0.014) 0.661

最大咬合力 0.162 (0.092- 0.231) >0.001

最大咬合力＊経過年数 0.020 (0.001- 0.038) 0.040

Model 3Model 1

認知機能

Model 2
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表8．認知機能に関連のある因子を調整したうえでの口腔因子と認知機能との関連の検討  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目的変数：MoCA-J得点 (点) 

説明変数：性別 (男性=0，女性=1)，年齢 (70 歳群=0，80 歳群=1)，教育年数 (年)，経過年

数 (年),残存歯数 (本)，機能歯数 (本)歯周ポケット深さ 4 ㎜以上の歯数 (本), 最大咬合力 

(100N), BMI (kg/m2), 握力 (kgf)，歩行速度 (m/s)，GDS (点)，血清 CRP 定量 (mg/dl)， 

高血圧 (非罹患群=0，罹患群=1)，糖尿病 (非罹患群=0，罹患群=1)， 

脂質異常症 (非罹患群=0，罹患群=1)，遺伝素因 (なし=0，あり=1)， 

飲酒習慣 (なし=0，あり=1)，喫煙習慣 (なし=0，あり=1)， 

経済状況 (ゆとりなし=0，ふつう=1，ゆとりあり=2)，同居状況 (同居=0，独居=1)， 

外出頻度 (週 2 回以下=0，週 3-4 回=1，週 5 回以上=2)， 

交流回数 (月 1 回未満=0，月 2-3 回=1，月 4 回以上=2)) 

項目 (n=860) 非標準化係数 95%信頼区間 p値 非標準化係数 95%信頼区間 p値

性別 1.261 (0.639- 1.883) <0.001 1.261 (0.639- 1.883) <0.001

年齢 -1.593 (-2.018--1.168) <0.001 -1.593 (-2.018--1.168) <0.001

教育年数 0.132 (0.059- 0.206) <0.001 0.132 (0.059- 0.206) <0.001

経過年数 -0.412 (-0.561--0.262) <0.001 -0.327 (-0.561--0.262) <0.001

残存歯数 0.016 (-0.013- 0.046) 0.268 0.003 (-0.013- 0.046) 0.856

歯周ポケット深さ4㎜以上歯数 0.003 (-0.033- 0.039) 0.880 0.003 (-0.033- 0.039) 0.880

最大咬合力 0.079 (0.002- 0.155) 0.043 0.108 (0.002- 0.155) 0.009

BMI -0.031 (-0.087- 0.025) 0.276 -0.031 (-0.087- 0.025) 0.276

握力 0.079 (0.046- 0.113) <0.001 0.079 (0.046- 0.113) <0.001

歩行速度 1.808 (0.835- 2.781) <0.001 1.808 (0.835- 2.781) <0.001

GDS5 -0.117 (-0.309- 0.075) 0.233 -0.117 (-0.309- 0.075) 0.233

血清CRP定量 -0.346 (-0.849- 0.157) 0.178 -0.346 (-0.849- 0.157) 0.178

脳卒中既往 -0.103 (-1.205- 0.999) 0.854 -0.103 (-1.205- 0.999) 0.854

飲酒 -0.002 (-0.445- 0.440) 0.992 -0.002 (-0.445- 0.440) 0.992

喫煙 -0.165 (-1.079- 0.750) 0.724 -0.165 (-1.079- 0.750) 0.724

高血圧 -0.204 (-0.621- 0.213) 0.337 -0.204 (-0.621- 0.213) 0.337

糖尿病 -0.472 (-1.030- 0.086) 0.097 -0.472 (-1.030- 0.086) 0.097

脂質異常症 0.244 (-0.138- 0.626) 0.210 0.244 (-0.138- 0.626) 0.210

経済状況　ふつう 0.420 (-0.105- 0.945) 0.117 0.420 (-0.105- 0.945) 0.117

　　　　　ゆとりあり 1.001 (0.410- 1.593) 0.001 1.001 (0.410- 1.593) 0.001

同居状況 0.464 (-0.028- 0.957) 0.065 0.464 (-0.028- 0.957) 0.065

外出頻度　週3-4回 -0.055 (-0.540- 0.430) 0.824 -0.055 (-0.540- 0.430) 0.824

　　　　　週5回以上 -0.289 (-0.824- 0.246) 0.290 -0.289 (-0.824- 0.246) 0.290

交流回数    月2-3回 0.092 (-0.261- 0.584) 0.798 0.092 (-0.261- 0.584) 0.798

                      月4回以上 -0.069 (-0.462- 0.601) 0.729 -0.073 (-0.462- 0.601) 0.729

遺伝素因 -0.140 (-0.672- 0.393) 0.608 -0.140 (-0.672- 0.393) 0.608

歯数＊経過年数 0.009 (0.002- 0.016) 0.010

最大咬合力＊経過年数 0.020 (0.001- 0.038) 0.040

歯数モデル 咬合力モデル


